
ま
つ
ど
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
が

あ
な
た
の
子
育
て
を
応
援
し

ま
す

＝10月1日から活動開始

会員を募集します＝

市では、安心して子育てができるように、仕事

と子育ての両立等を応援するため、「まつどファミ

リー・サポート・センター」を設立しました。

女性センターゆうまつど内に事務所を置き、業

務を財松戸市福祉公社に委託して、有償による育

児援助サービスを10 月１日から開始します。

活動開始に向けて、育児の援助サービスを提供

していただく「提供会員」、育児の援助サービスを

受ける「利用会員」を募集します。

鵄まつどファミリー・サポート・センター容３３０-

２９４１番

提供会員のご 家庭でお子さんを預かり ます

ま

つ
ど
フ
ァ

ミ
リ

ー・
・
サ

ポ
ー
ト

ーセ

ン

タ

ー
は
、
育

児
援

助
を

行

い
た

い
人

と
育

児

援
助

を
受

け

た

い
人

か
ら

な

る
相

互
援

助
活

動
に

よ

る
会

員
組
織

で
す
（
図
１

）
。

セ

ン

タ
ー

の
ア
ド

バ
イ

ザ
ー

が
地
域
リ

ー

ダ
ー
と

と
も

に
、
提

供
会

員
と
利

用
会

員

の
申

請
内

容

に
沿

っ
て
相

互
援
助

活
動

の
斡

旋

・
調

整
を

し
ま

す
。

残

業

が
予

定
さ
れ

、
保
育

所

へ
の
迎
え

が
間

に
合

わ
な

い
、

Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動

を
し

た

い
け

れ
ど

も
下

の
子

ど
も

が
ま
だ
小

さ

い

な

ど
、
子

育
て

の
悩

み
を
持

つ
人

と
、
子

育

て
も

一
段

落
し

た
し

地
域

で
人

の
役

に

立
ち

た

い
と
考
え

て

い

る
人

が
、

お
互

い

に
助

け
合

い
、

安
心
し

て
子

育
て

が
で

き

る

よ
う
に

、
会
員
間

の
橋

渡
し

を
し

ま
す

。

提

供

会
－
貝
は

育

児
援

助
活

動
に

理
解
と

熱
意

が
あ

り

健

康
な
市

内
在

任
の
人
、
特

に
資

格

が
な

く

て
も
結

構
で

す
。

入

会
に

際
し

、
活

動
に

必
要

な
知
識

や

技
術

を
身

に
付

け

る
た
め

に
、
研

修
会
等

に
出

席
し

て

い
た
だ

き
ま
す
（
表
１
）
。

利
用

仝
台
貝
は

市

堅

仕
住

・
在
勤

で
、

原
則
と

し
て

生

後

六
ヵ
月

以
上

十
歳

未
満

の
お
子

さ

ん
が

い
る
こ
と

。

入

会

に
際
し

、
説

明
会

に
出
席

し
て

い

た

だ
き

ま
す
（
表

１
）
。

図1　相互援助の会員組織図

研 修 ・交 流会 一覧 表表1　 入会 説明 会、

提 供会 員

内　　 容 日　　　　 時 会　　 場

入会説明会

9/2C火)午後1時30 分～3 時30 分 馬橋市民センター

3㈲午前9時30分～11 時30分 常盤平市民センター

4休)午前9時30分～11 時30分 女性センターゆうまつど

※いずれかにご出席ください

基礎研修会

・相互援助活動の基本

・子どもの心と身体の発達

・子どもの安全と病気

・緊急の対応と応急処置

火曜午後コース…9/ 9･16 午後IE持～5 時
9日＝馬橋東市民センター

16日＝新松戸市民センター

水曜午前コース…9/10･17 午前9時～正午 常盤平市民センター

日曜1日コース…9/ 7 午前9時～午後5時 女性センターゆう まつど

木曜1日コース…9/11 午前9時～午後5時 小金原市民センター

※どのコースか選択してご出席＜ださい

提供会員交流会 9/18 休)午前9時30 分～11 時30分 市民会館

事例研究会 9/25 休)午前9時30 分～11 時30分 衛生会館

全体交流会 3月上旬の予定

援

助

活

動
の
内

容

は

原
則

と
し

て
、

提
供

会
員

の
ご
家

庭
で

お
子

さ
ん
を

預
か
り

ま
す

。

田

保

育
所
（
園

）
、
幼

稚

園
、
小

学

校

、
学

童
保
育

所

の

①
開

始
時
間
ま

で
預
か
口
ま

す
。

②
終
了
時
間

後
、
預
か
ひ

ま
す
。

⑤

施
設

ま
で

の
送
迎

を
行

い
ま

す

。

罔
保

育

施
設

等

の
休
日

な
ど

、
そ

の
他

の

事

田
が
あ

る
場

合
、
臨

時
的

に
終
日

預

か

り
ま

す
。

㈹
そ

の
ほ

か
、
仕

事
と

育
児

の
両

立
等

の

た
め

に
必
要

な

援
助
を

行

い
ま
す

。

※
活
動

中

の
事
故

に
備
え

て
、

セ
ン

タ

ー

の
負

担
で

フ

ァ
ミ
リ

ー

・
サ

ポ

ー
ト

ー

セ

ン

タ
ー
補
償

保
険

に
加
入

し
ま

す

。

※
会

費

・
報

酬

の
基
準

は
、
表

２

の
と
お

利 用会 員

内　　 容 日　　　　 時 会　　 場

入会説明会

9/26R 午前9時30 分～11時30 分 常盤平市民センター

28(Eﾖ)午後2時～4時 女性センターゆう まつど

29(月)午前9時30分～11 時30分 新松戸市民センター

※いずれかにご出席ください

全体交流会 3月上旬の予定

問
い
合
わ
せ
は

直
接
ま
た
は
電
話
で
、
ま
つ
ど
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

ー
セ
ン
タ
１
昔
加
・
2

9
4
1
番
（
月
曜
か
ら
土
曜
日
、
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）

表2　会費・報酬の基準

入会金 無　　　 料

会　費 1,200 円（年 額）

報
酬
の
基

準

月曜日から金曜日までの午前

6時から午後10時

1時間当たり

ワ00円

土 一日曜日、祝日および年末年

始ならびに上記の時間帯以外

1時間当たり

900 円

※2人以上を預ける場合､2 人目以降は半額です。

※交通費 、食事（ミルク）・おやつ・おむつ代は

実費となります。

※会費は利用会員・提供会員とも必要です。

９月 １日(月)から

受 付 開 始

市

民

交

通

傷

害

保

険

に

ご

加

入

を

「
一
日
一
円
・
年
額
三
百
六
十
円
」
で

交
通
事
故
を
保
障

二

日
一
円

の
保
険
」
で
お
な

じ
み
の
交
通
傷
害
保
険
の
受
け
付

け
が
９
月
１
日
丱
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し

加
入
で
き
る
人
：
市

内
に
居
住

し
、
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登

録
を
さ
れ
て
い
る
人
。
市
内
の
事

業
所
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
人

保
険
料
：
二

人
一
口
に
限
り
、

年
額
三
百
六
十
円
（
中
途
加
入
は

月
割
り
三
十
円
）

平成９年度市民交通傷害保険出張受付日程表

保
険

期
間
…

平
成

９
年
1
0
月

１

日

～
1
0
年
９
月
3
0
日

対
象

と
な

る
事

故
・
：
自

動

車

・

オ
ー
ト
バ
イ
・
自
転
車
・
電
車
な

ど
に

関
連
し

た
事

故

で
、
国
内

で

発
生
し

た
事

故

（
航
空
機

・
船
舶

事
故

は
除
ぐ

）

加
入

受
付

会
場
・：
保
険

料

を
持

っ
て

安
全

課

・
市

民
課

・
各

支
所

ま
た

は
出

張
受
付

会
場
（
左
表

）
へ

撻

安
全

課
庶
務

係

日　　時 会　　場

9/4 困 午後IE持30分

～3 時30分

高塚団地管理事務所

5窗 六実集会所

8(月) 午前10時～午後2時 市立病院

9㈲

午後1時30 分

～3時30 分

大金平消防署・小金北市民センター

10 團 松戸駅東西連絡通路

11 ㈲ あさひ幼稚園・五香公会堂

12 銜 伊勢丹松戸店

16 ㈹ 八柱市民センター・牧の原栴檀(せんだん)幼稚園

17 伽 矢切幼稚園

18 ㈲ さかえ幼稚園

19 鵆 馬橋市民センター・馬橋東市民センター

22(月) 八ヶ崎会館

24 團 小山集会所

25 ㈲ 稔台市民センター

26 銜 みどり幼稚園・明市民センター

29(月) 松戸駅東西連絡通路

人口と世帯

人口

男

女

世帯

※雨天の場合､ 会場により中止する場合があり ます。

女性と男性　ともに創る新し
いパートナーシップ

白井聖地公園の使用者を募集

総合防災訓練特集　　　 ④

情報チャンネル　　　　　 ⑥

主な内容



ともに創る新しいパートナーシヅプ
女性と男性

市では、男女共同参画社会のあるべき姿を展望し 、その実現

に向けての指針となる( 仮称)｢ 松戸市男女共同参画プラン｣ の策

定を進めています。

このプランの基本計画と実施計画の骨子が固まりましたので、

お知らせします。

また 、市民の皆さんとともにつくリ上げる計画とするため 、

計画に期待することや男女共同参画社会の実現に向けてのアイ

デアなど、率直なご意見・ご提案をお待ちしています。

圃女性センターゆうまつどc364 ―8ﾜﾜ8 番

市

で

は
、
平

成
３
年

に

「
松
戸

市

女
性

行
動
計

画
」
　を

策
定
し

、
女

性

も
男

性
も

、
社

会

の
あ
ら

ゆ

る
分

野

に
参
画

で

き
、
自

分

ら
し
く

生

き
生

き
と

暮
ら

せ

る
ま
ち

づ
く

り
を
目

指

し
て

、
共

に
考
え

、
行

動

す

る
た
め

の
基

盤

づ
く
り

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す

。こ
の
計
画
の
実
現
可
能
性
を
高
め
、

よ
り
実
効
性
の
あ
る
充
実
し
た
も
の

と
す

る

た
め
、

昨
年

９
月

に
有

識
者

と

市
民

の

十
五

人

で
構

成

す

る
「
第

三
次
松
戸
市
女
性
行
動
計
画
推
進
協

議

会
」
を
設
置

し

、（
仮

称
）「
松

戸
市

男
女

共
同

参
画

プ
ラ
ン
」

の
平

成
1
0一

年
４

月

ス

タ
ー
ト

へ
向
け

て
、

検
討

準

備
を

進
め

て
き

ま
し

た
が
、

こ

の

プ
ラ

ン
の
基
本

計
画

と
実

施
計

画

の

骨
子
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
と
は

男
女
が
社
会

の
対
等
な
構
成
員
と自分らしく生き生きと暮らせる「まつど」を目指します

し

て

、
自
ら

の
意

思
に

よ

っ
て

社
会

の
あ
ら

ゆ

る
分
野

に
お

け
る
活

動
に

参
画
す

る
機

会

が
確
保

さ
れ

、
そ
れ

に
よ

っ
て
男

女

が
均

等

に
、
政
治
的

、

経
済

的
、
社

会
的

お
よ

び
文
化

的
利

益
を
享

受
す

る
こ

と

が
で
き

、
共
に

責
任
を
担
う
社
会
を
い
い
ま
す
。

●

プ

ラ

ン

の

特

徴

①

プ

ラ

ン

策

定

の

視

点

地

域
社
会

を
構

成
す

る
す

べ
て

の

人

が
一
体

と
な

っ
て
計

画
を

推
進
す

る
と

い
う

観
点

に
立
ち

、
男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
可
能

性
を

高
め

る

た

め
、
よ

び
成

果

（
実

効
性

）
を
重

視
し

た
設

計
を
心

掛
け

て

い
ま

す

。

ま

た

、「
女

性

問

題

に

関

す

る
市

民

意
識
調

査
」
、
協
議

会
で

の
提
言

、

女

性

問
題

学

習

団
体

か
ら

の

意
見

、

市

民

フ

ォ

ー

フ
ム
等

の
開

催

な
ど

、

極
力

市
民

ニ

ー
ズ

の
反

映

に
努
め

て

い
ま
す

。

②

プ

ラ

ン

の

構

成

プ
ラ

ン
は

、
基
本

計
画

と
実
施

計

画

に
よ
ひ

構
成

さ

れ
て

い
ま

す
。

②
社

会

の
あ
ら

ゆ

る
分

野

へ
参
画

し

た

い
女

性
と
男

性

が
、
参
画

す

る
た

め

の
時

間
を
確

保

で
き

る
よ
う

に
す

る②
人

権

擁

護

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

開

発

と

支

援

シ

ス

テ

ム

の

整

備

①
女
性
の
人
権
侵
害
の
発
生
を
抑
制

す

る

②
女
性
の
人
権
を
理
解
し
、
擁
護
で

き
る
人

や
企
業

を
増

や
す

才

人
権

侵
害

や
性
暴

力

の
被
害

者

が

早

期
に

立
ち
直

れ

る
よ
う

に
す

る

㈹
女

性

の

エ

ン

パ

ワ

ー

メ

ン

ト

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

開

発

と

支

援

シ

ス

テ

ム

の

整

備

①

目
ら

の
意

識
と

能
力

を
高

め
、
政

治

的

・
社
会

的

・
文

化

的
に
力

を
有

す
る
女

性
を

増

や
す

②
経

済
的

に
困
難

な
人

が
、
可

能

な

限
り

経
済

的
自
立

が
で

き

る
よ
う

に

す
る

困
多

様

な

ニ

ー

ズ

に

応

じ

た

保

健

・
医

療

・

福

祉

サ

ー

ビ

ス

の

整

備

①
女
性
固
有
の
身
体
機
能
を
理
解
し
、

健
康
管

理

で
き

る
人
を

増
や

す

表1　 基本 計画 の骨 子

1｡市民の参画を高める（女性と男性が、その有する能力

や技術を社会のあらゆる場で最大限発揮できるように

する）

2.より人権が擁護されるようにする（人権に関する認識

を深め、社会全体で人権が擁護できるようにする）

3.個人の自立性を高める（自らの意思によって主体的に

社会へ参画し、かつ、責任を担うことができるように

する）

4.計画の実現可能性を高める（男女共同参画社会の実現

に必要な社会機能を構築するため、効率的な自治体経

営ができるようにする）

目的

目標

(1)社会参画の機会の確保と環境の整備( 職場・家庭・地

域等)

②人権擁護プログラムの開発と支援システムの整備

③女性のエンパワーメントプログラムの開発と支援シス

テムの整備

(4)多様なニーズに応じた保健・医療・福祉サービスの整

備

(5)計画推進体制の整備

②
高
齢
期
に
お
け
る
生
活
の
安
心
感

を
高
め
る

図

介
護
に
関
す
る
安
心
感
を
高
め
る

㈱
計
画

推

進

体

制
の

整

備

①
関
係
機
関
な
ど
へ
の
働
き
か
け
を

皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

強
化
す
る

②
評

画
実
現
へ
必
要
な
人
材
を
確
保

す
る

③
本
計
画
の
趣
旨
を
生
か
し
た
先
導

的
自
治
体
運
営
を
行

つ

文

書

・
フ

ァ

ク
ス

で

も

お

待

ち

し

て

い
ま

す

お

寄

せ

い
た

だ

い
た

ご
意
見

は
、

今

後

の
プ
ラ

ン
づ
く
り

に
活

用
さ
せ

て

い
た

だ
き
ま

す
。

あ
て
先
：
+
2
7
1松
戸

市
本
町

一

四

の

Ｉ
〇
松

戸
市
女

性

セ
ン

タ

ー
ゆ
う

ま

つ
ど
第

三
次

松
戸
市
女

性

行
動

計

画

推
進

協
議
会

事
務
局

※

（
仮
称

）「
松
戸

市
男
女

共
同

参
画

プ
ラ

ン
」
の
骨
子

に

つ

い
て

詳
し

く
知

り
た

い
人

は
、
女

性
セ
ン

タ

ー
ゆ
う

ま

つ
ど
ま

で
お
問

い
合

わ

せ
く

だ
さ

い
。

市

民

フ

ォ

ー

ラ

ム

に

ご

参

加

く

だ

さ

い

日

時
９

月
７

日

㈲
午

後
１
時

～
３

時
（
午
後
Ｏ

時

丿
分

か
ら
受

け
付

け
）

会

場

女

性

セ

ン

タ

ー

ゆ

う

ま

つ

ど

内

容
（
仮

称
）「
松

戸
市

男
女

共

同
参

画

プ
ラ
ン
」

骨
子

に
関

す

る
市

民

の

意
見

交
換

定
員
先

着

七
十
人

費

用
無
料

匣
９

月
５
日

蚩
ま

で
に

、
電

話
ま

た

は

フ
ァ

ク
ス
で
女

性
セ

ン

タ
ー

ゆ
う

ま

つ

ど

登

涙

・
8
7
7
8

番

、

廈

涙
・
7
8
8
8

番

へ

※

一
時
保
育

あ
り
（
要
予

約
）

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て

「
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

」
や

「
女
性
行
動
計
画
」
と

申
し
上

げ

ま
し
て

も
、
あ
ま
り
聞
い
た
こ

と

が
な
い

方
も
い
ら
っ
し

や
る

こ

と
と
思
い

ま
す

。
そ
ん

な
方

も
含
め

、
一
人

で
も
多

く
の

皆

さ
ん
に

「
男
女
共
同
参

画
プ
ラ

ン
」
に

関
心

を
寄
せ
て
い

た
だ

け
れ
ぱ
と

思
い
ま
す

。

2
1世

紀
を
目
前
に
し

て
、
私

た
ち
は

男
性
と

女
性

、
高
齢
者

と
若
者

、
子
ど
も

、
障
害
者
そ

し
て
自

然
と

の
共
生
の

時
代
を

迎
え
よ

う
と

し
て
い
ま

す
。
男

だ
か
ら

、
女
だ
か
ら
に
と

ら
わ

れ
ず

、
自

分
ら
し

く
、
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ

る
「
ま
つ
ど
」

を
創
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
「
男

第
三
次
松
戸
市
女
性
行
動
計
画

推
進
協
議
会

会
長
　

船
橋

邦

子

さ
ん

女
共

同
参

画
プ

ラ
ン

」
を

実
り

あ

る
も
の
に
し
た
い
と

考
え
て

い
ま
す
。

市

民
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
開
催
に

に同
け
て

、
女

性
問
題

解
決
の
た

め
の

重
要
な
視
点

を
盛
り
込
ん

だ

骨
子

が

示
さ

れ

ま
し

た

が

、

今

後
は
、
よ
り
具

体
的
に
何

を

実

施
す
る
の
か

、
そ

の
目

安
と

な
る
目
標
を
絞
り

込
ん
で
い

く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ

、
フ

ォ
ー
ラ
ム
に
ご
出

席
い

た
だ
き

、
貴

重
な
ご

意
見

を
お
寄
せ

く
だ

さ
い

。
そ

れ
ら

の

意
見
を
十
分

検
討
し

、
よ

り

よ

い
プ
ラ
ン
の

策
定
の
た

め
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（仮称）「松戸市男女共同参画プラン」について

皆さんのご意見をお寄せください

③
計

画

の

期

間

基
本
計
画
は
、
松
戸
市
の
新
総
合

計
画
に
合
わ
せ
て
平
成
1
0年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
目
的
実
現
の
達

成
期
限
を
平
成
3
2年
度
（
西
暦
二
〇

二
〇
年
）
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。

実
施
計
画
は
、
計
画
の
成
果
や
社

会
情
勢
の
変
化
な
ど
に
応
じ
て
見
直

し
な
が
ら
、
平
成
1
0一年
度
か
ら
五
年

ご
と
に
策
定
し
ま
す
。

●

基

本

計

画

の

骨

子

表
１
の
と
お
り
で
す
。

●

実

施

計

画

の

骨

子

実
施
計
画
で
は
、
基
本
計
画
の
五

つ
の
手
段
を
達
成
す
る
た
め
に
以
下

の
項
目
を
掲

げ
て

い
ま
す
。

田
社

会
参

画

の

機

会

の

確

保

と

環

境

の

整

備
（
職

場

・

家

庭

・

地
域

等

）

①

女
性
も
男
性
も
、
自
己
の
力
を
発

揮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
満

足
度
を
高
め
る

手段

男女がともに、その有する能力を発揮し、対等なパー

トナーとして社会に参画し、自立的な生活を営むことに

よって、地域の活力を維持・増進できる社会を形成する

ため、必要な社会機能を構築する。

男女共同参画社会の実現をめざして



市
営
白
井
聖
地
公
園
の

墓
地
使
用
者
を
募
集
し
ま
す

十

一
回
目

の
募

集
と
な
る
今
回

は
、

普

通
墓

地

・
芝

生
墓

地
計

二
百

十
七

区
画

の
使
用
者

を
公

募
し

ま
す

。

募
集

内
訳

は
、

焼
骨

保
有
者

三

親
等
以

内

の
焼
骨

を
保
有

し
、

か

つ

埋

火
葬

許
可

証

の
原
本
を

保
有
し

て

い
る
人

で

、
焼
骨

を
五
年

以
内

に
埋

蔵
で

き
る

人
）
を
対

象
と

す

る
も

の

は
百

九
十
七
区

画

、
焼
骨

保
有

者
以

川井敏久

ハルビ ン市への訪問

外

の
人

を
対

象
と

す

る
も

の
が
二

十

区

画

で
す

。

申

し

込

み

受

け

付

け

日

時

…

９

月
2
8
日

㈲
～
3
0
日

㈹
、

午
前

９
時
～

午

後
４
時

会

場
・
：
市

役
所
（
本

館
二

階
大

会

議
室

）・
白
井

聖
地
公

園

管
理

事
務
所

持

参
す

る
物
：
个

听

込

申
請

書

②

所
定

の

ハ

ガ
キ
（
切
手

を
張

っ
た
も

の

）
③

印

鑑

④

家

族

全

員

の

住

民

票
（
本

籍

・
世
帯

主

・
続

柄

が
記

載

さ

れ
て

お
り

、
平

成
９

年
９

月
１

日

以
降

に
発
行

さ

れ
た

も

の
）

※
土
曜

・
日

曜
日

、
祝
日

は
住

民
票

の
交
付

は
行

い
ま

せ

ん
。
申
し

込

み
は

、
一
世

帯

一
区

画

に
限

り
ま

す
。

申

込

案

内

書

の

配

布

斯

置
…
９
月

１
日
丱
～
3
0
日
大

王

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
ぐ
）

私

は
８
月
４
囗

か
ら
８

日
ま
で
、

市

立
病

院
と

ハ
ル

ビ
ン
医

科
大

学

第

一
臨
床

医
学

院
と

の
≒
医

学

友

好

交
流

に
関
す

る
協

議

書
」

の
調

印

式
に
出

席
す

る
た

め

、
市

立

病

院

院
長

・
同
事

務
局

長
と

の
三

人

で
中
華

人
民
共

和
国

（
中

国
）

黒

龍
江

省

の

ハ
ル
ビ

ン
市

へ
行

っ
て

き
ま
し

た
。

協議盡に調印 する市長

会
場
・：
市

役
所

・
各

支
所

・
白
井

聖

地
公

園
管

理
事

務
所

・
白

井
町
役

場

申
し

込
み

が
で

き
る
人
：
市

内

ま

た
は
白

井
町

に

一
年
以

上
居

住

（
平

使
用

料

・
管
理

料

種 別 向き 区分 区画数 使 用 料 管 理 料

普通墓地

(5  m)

18ﾜ 区画

東向
焼骨 82

468,000 円 年額4,800 円

※4年4ヵ 月分一

括前納額

21,424 円

硝 費税含む）

※次回更 新時か

らは 、5年度分

一括前納

※カロート代

24,000 円

一般 ５

西向
焼骨 95

418,000 円
一般 ５

芝生墓地

(4 雨

30 区画

東向
焼骨 10 368,000 円

(ｶﾛｰﾄ 代含む)一般 ５

西向
焼骨 10 328,000 円

(ｶﾛｰﾄ 雌 む)一般 ５

協
議
書
は
両
病
院
の
友
好
関
係

の
強
化
と
発
展
、
学
術
交
流
の
促

進
お
よ
び
両
国
民
の
往
来
強
化
の

た
め
に
締
結
し
て
い
る
も
の
で
、

昭
和
5
7年
に
派
遣
研
修
医
を
車

立

病
院
で
初
め
て
受
け
入
れ
る
『
覚

書
』
を
締
結
。
昭
和
6
2
年
に
は
「
医

学
友
好
交
流
に
関
す
る
協
議
書
」

を
、
そ
し
て
平

成
５
年
の
再
調
印

に
続
き
、
今
回
再
び
調
印
を
し
て

き
た
も
の
で
す
。

昭
和
5
7年
か
ら
の
ハ
ル
ビ
ン
医

科
大
学
研
修
医

の
受
け
入
れ
は
十

四
年
余
り
に
な
り
、
現
在
留
学
中

の
二
人
を
加
え
、
二
十
五
人
を
受

け
入
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
市
立
病
院
関
係
者
の
ハ
ル
ビ

ン
市
へ
の
訪
問
も
二
十
七
人
に
達

し
て
い
ま
す
。

市
立
病
院
で
学
ば
れ
た
方
々
が

成

８

年

９

月

’″
日

ま

で

に

住

民

登

録

）
し
て

い
る
人
で

、
白
井

聖
地
公

園

を
使
用

し
て

い
な

い
人

※
重

複
し
て
申

し
込
ん

だ
場

合
に
は
、

す

べ
て
無
効

と
な
り

ま
す

。

ハ
ル
ビ
ン
に
戻
ら
れ
て
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
大
学

教
授

な
ど

の
要

職

に
就

か

れ
、
大

い
に
活

躍

さ
れ
て

い
る

と
聞

き
、
市

長
と

し
て
大

変
う

れ

し
く

思

っ
て

い
ま

す

。
と
同

時
に

市

立
病
院

が
果

た
し
て

い
る
役

割

の
大
き

さ
を

実
感
い
た
し
ま
し
た
。

こ

の
素
晴

ら
し

い
関

係
が

い
つ
ま

で

も
続
く

こ
と

を
願

っ
て

い
る
と

こ

ろ
で
す

。

ま

た
今

回
、

篠
原

寛
休
院
長

に

ハ
ル
ビ

ン
医
科

大
学

名
誉
教

授

の

称
号

が
授

与
さ

れ
ま
し

た

。
こ
れ

は
、

ハ
ル
ビ
ン
医

科

大
学
七

十
年

の
歴

史

の
中
で

も
六

人
目
と

の
こ

と

で
あ
り

、
と

て
も
名

誉

な
こ
と

だ

と
思

い
ま
す

。

調

印
式

の
ほ

か
、

ハ
ル

ビ
ン
市

汪

光

煮
市

長

へ
の
表

敬
訪
問

、

ハ

ル

ビ
ン
医

科
大

学

・
北
京

市
の
中

使

用

許

可

証

の

交

付

日

時
・：
Ｈ
月
2
5
日
天
午
前

９

時
～

午

後
４

時

会
場
：
市

役
所

本
館
二

階
大

会
議

室

持

参

す

る
物
・
：
①

使
用

料
・
管
理

料

の
支

払

領
収
書

②

当

選
通

知
ハ

ガ

キ

③

身
分

を

証
明

で
き

る
も

の
（
保

険

証

な
ど
）
①

印
鑑

※
本
人

ま
た

は
家

族
以
外

に

は
交
付

し
ま

せ

ん
。

使
用

許

可
日
：

色

月
１

日
丱

圖

緑

地
管

理
課
白

井
聖

地
公

園
係

日
友
好
医
院
の
視
察
な
ど
を
行

い

ま
し
た
。
第
一
臨
床
医
学
院
院
長

の
王
桂
照
氏

が
、
北
京
空
港
で
の

出
迎
え
か
ら
帰
国
ま
で
の
全
行
程

を
同
行
し
て
く
だ
さ
る
な
ど
、
ど

こ
で
も
大
変
な
歓
迎
を
受
け
私
自

身
も
驚
く
ほ
ど
で
し
た
。
ま
た
、

歓
迎
晩
餐
会
で
は
、
大
学
・
医
院

を
あ
げ
て
、
か
つ
て
の
研
修
医

が

熱
烈
な
歓
迎
を
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

初
め
て
訪
問
し
た
中
国
の
印
象

は
、
ハ
ル
ビ
ン
市
内
の
デ
パ
ー
ト

に
高
級
ブ
ラ
ン
ド
品
が
多
数
陳
列

さ
れ
て
お
り
、
想
像
し
て
い
た
も

の
と
は
だ
い
ぶ
違
っ
て
い
ま
し
た

し
、
車
が
予
想
以
上
に
多
い
の
に

も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

ハ
ル
ビ
ン
市
は
百
五
十
年
ぶ
り

の
暑
さ
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、

常盤平駅周辺

自転車駐車場

定期使用申請の公開抽選

６

月
2
5
日

か
ら
７

月
3
1日

ま

で
募

集
し

た

常
盤
平

駅
周

辺
自

転
車

駐
車

場

の
定

期
使
用

申
請

に

つ

い
て

、
定

数

を
超

え

た
次

の
自

転
車
駐

車
場

を

公
開

抽
選
し
ま
す

。

抽

選
す

る
自

転
車
駐

車
場

●

常
盤
平

駅

北
口
第

一
（
原
付

の
み

）

●

常
盤
平

駅

北
口
第

二

●

常
盤
平

駅

北
口
第

三

９
月

４
日

水
午

後
１
時

～
３

時

会

場
松

戸
運
動

公

園
体
育

館
小

体
育

室
　

抽

選
方
法

コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
に

よ

る
無
作

為
抽
選

※
抽
選

結
果

は
、
当

日
当

選
者

名
を

会
場

に
掲

不
し

、
後
日

、
申

請
者

に
郵

送

で
お
知

ら
せ
し

ま
す

。

厘

安

全
課

安
全
係

成
田
空
港
で
日
本
の
方
が
暑
い
と

感
じ
た
の
は
私
の
気
の
せ
い
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
直
接

お
聞
き
す
る
た
め
、
市
長
室
直

通
の
フ
ァ
ク
ス
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
市
政
に
関
し
て
感
じ
て

い
る
こ
と
や
建
設
的
な
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
（
７
月
末

現
在
三
百
八
十
七
件
受
信
）
。

Ｆ
Ａ
χ

沺
・
2
3
0
1

番

大

変
暗

い
ニ
ュ

ー
ス

が
続

い
て

い
ま

す
。
特

に
青
少

年
に

よ

る
犯

罪

は
、
殺
人

事
件

や
覚
せ

い
剤

、

買
売

春
ど
悪

化
し

つ

つ
あ

り
、

こ

れ
ら

の
中

か
ら
、

親
世
代

の
理

解

を
越
え

た
子

ど
も

た
ち

の
行
動

が

透
け

て
見
え

ま
す

。
今

、
思
春

期

に

い
る
子

ど
も
た

ち

の
心

は
、

大

き
く

揺
ら

い
で

い
る

の
で
は

な

い

で
し

ょ
う

か
。
そ

こ
で
二

回
に

わ

た
り

、
こ

の
周
辺

を
考
え

ま
す

。

ひ
と
こ
ろ
女
子
高
校
生
の
「
援

助

交
際
」

が
、

マ
ス
コ

ミ
な

ど
を

通
し

て
話

題
に

な
り
ま
し

た

。
そ

れ
に
よ

る
と
、
何

不

目
由
な
ぐ

暮

ら
し

て

い
る
と
思

わ

れ
る
、

ご
く

普

通

の
子

ど
も

た
ち

が
、
さ

ほ
ど

罪
悪

感

を
持
た

ず
に
大

人

の
男

性

と
付
き
合
い
、
そ
れ
に
よ
り
金
品

を

も
ら

っ
て
い
る
と

い
う
の
で
す

。

実

際
に

は
言

わ
れ
て

い
る
ほ

ど
で

は
な

い
に
し
て

も
、
こ

れ
は
明

ら

か
に
買
売
春
に
あ
た
り
ま
す
。

た
と
え

一
部

の
若

い
女
性

た
ち

の
間
に
せ

よ

、
こ

の

よ
う
な

こ
と

が
ま

か
り
通

っ
て

い
る
、
そ

の
背

景

に

は
何
か

あ
る

の
で
し

ょ
う

。

一

つ
に
は

、
性
に
対

し
て

本
音

と

建
前

と

い
う

二

つ
の
基
準

を
使

い
分
け
て
き
た
、
日
本
の
風
土
が

あ
る

の
で
は

な

い
で
し

ょ
う

か

。

こ

の
こ

と
に

つ

い
て

は

タ
ブ
ー
と

し

て
触

れ
な

い
で
き

た
風
土

が
、

一
方

で
は
若

い
女
性

の
身

売
り
と

い
弓
悲

劇
を

生
ん
で

き
た
こ

と
も

事
実

で
す

。
「
売
春

防
止
法

」

が

制
定

さ
れ
た

も
の

の
、
必

ず
し
も

圃女性センターゆうまつど

昔364-8778 番

有

効
に
働

い
て

こ
な

か

っ
た
こ
と

は
誰
も
否

定
で
き
な

い
で
し

ょ
う

。

そ
し

て
、

こ

の
性
に
対

す

る
使

い

分
け
と
い
う
大
人
た
ち
の
生
き
方

が
、
若

い
人
た

ち
に
反

映
し

て

い

る
と
思

わ
れ
ま

す

。

も
う

一
つ

は
、
消

費
文
化

の

ゆ

が
み
で
す

。
今

、
す

べ
て

の
物

が

売

り
買

い
で

き
る
と

い
う
風

潮

に

あ
り
、
性

も

例
外

で
は
あ

ぴ
ま
せ

ん
。
し

か
も

、
労
せ

ず
お

金
を
得

ら

れ

る
な
ら

ば
手
段

は
選

ば
な

い

と

い
弓

考
え

が
、
大

人

の
社
会

で

も

幅
を
利

か
せ

て

い
ま
す

。
そ

ん

な
価
値

観
を
私

た
ち

が
つ
く

っ
て

し

ま

っ
て

い
る
、

と

い
う

こ
と

で

は
な

い
で
し

ょ
う

か
。

私
た

ち
は

、
こ
う

し
た

風
土

を

助

長

さ
せ
な

い
た

め
に
、

自
分

た

ち

の
存

在
を

か
け

て
、
声

を
上

げ

て

い
く

必
要

が
あ

る
の

で
は

な

い

で
し

ょ
う
か

。
傍

観
者
を

装
う

の

で
は

な
く
、

人
間

と
し

て
大
切

に

す
る
も
の

が
あ

る
と

い
う
こ

と
を
、

子

ど

も
た
ち

に
も

伝
え

て

い
き
た

い
も

の
で
す

。

確

か
に
、

性
と

い
う

デ
リ

ケ

ー

ト
な
問

題

は
、
な

か
な

か
正

面

か

ら
言

葉
に
し

に
く

い
も

の
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
し

か
し
、

タ

ブ
ー
視

し
て

直
接
向

き
合

わ
な

か

っ
た
こ

と

が
、
こ

れ
ら

の
現
象

を
生

み
出

し
て
し

ま

っ
た
と

言
え

る
で
し

ょ

う

。
自

戒
を
込

め

て
、
私

た
ち

の

文
化

の
問
題

と
し

て
考
え

た

い
と

思

い
ま
す

が
、
皆

さ

ん
は
ど
う

お

考
え

で
し

ょ
う

か
。

市長室・発

クローズアップ

女と男

浮遊する若者たち

その１



９

月
１

日
囲

は
防
災
の
日

で
す
。
こ

の
日

、
東
葛
飾

地
域

で
マ

グ
ニ

チ

ュ
ー
ド
フ

・
２

、

震
度
７

の
大
地

震
が

発
生
し
た
と

の
想
定
で

、
市

は
総
合
防
災

訓
練
を

行
い

ま
す

。

今
回
は
、
平
成
７
年

に
阪
神
・
淡

路
大
震
災
を
教
訓
に
策
定
し
た
「
大

規
模
震
災

対
策
計
画

」
に
基
づ
き

、
災
害
対
策
本

部
と
現

地
災
害
対

策

本
部
を

設
置
し
、
市
内
四
会
場
で

地
Ｊ

に
密
着
し

た
訓
練
を
行

い
ま
す

。

ま
た

、
４

月
に
開
局
し

た
地
域
防
災

無
線
に
よ
り

、
防

災
関
係
機

関
や

災
害

時
の

民
間
協
定

団
体
な
ど
と
の

情
報
伝
達
活
動

を
検
証
し
ま

す
。

阪

神
・
淡
路
大
震

災
の
被
害
者
の

中
に
は

、
発
生

か
ら
二

年
半

を
経

過
し

た
今

で
も
仮
設

住
宅
で
の
不

都
合
な
生
活
を

余
儀
な
く
さ

れ
て
い

る
人
た

ち
が
い
ま
す

。
い

つ
起
こ

る
か
わ
か
ら
な
い
災

害
に
対
し

て
、

私
た

ち
が

備
え
て
お

か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は

何
な
の
か

、
防

災

の
日
を
機

に
も
う
一

度
考
え
て

み
た
い
も
の
で
す

。

阨

防

災
対
策
室

9月1日午前10時から松戸市総合防災訓練

忘れていませんか、災害の恐ろしさ

・ ヘリコプターで上空から状況を調査

江戸川河川敷に臨時ヘリポートを設置し
て、上空から出火状況や道路の交通状況な
どの被害状況調査を行います。

各

地
区
共

通

の
訓

練
－

収

容
避

難

所

体

験
訓

練

地
震
に
よ
っ
て
家
屋
等
が
被
害

を
受
け
、
町
会
・
自
治
会
単
位
で

収
容
避
難
場
所
と
な
る
学
校
に
避

難
を
し
て
き
た
と
の
想
定
で
、
地

域
住
民
と
市
職
員
、
教
職
員
、
生

徒
が
協
力
し
て
、
避
難
訓
練
に
続

い
て
①
か
ら
④
ま
で
の
避
難
所
生

活
を
模
擬
体
験
す
る
訓
練
で
す
。

場
所
は
、
各
学
校
（
下
記
訓
練

の
特
色
の
③
を
参
照
）
内
の
体
育

館
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
す
。

①

給
水

訓
練

浄
水
機
実
験
　
学
校
の
プ
ー
ル
の

水
か
ら
浄
水
機
で
飲
料
水
を
つ
く

４ 地 区 で 独 自 の 訓 練 を 実 施

下記の4ヵ所では開始から30 分間 、下記の訓練を行います。

(写真は平成8 年度の松戸市総合防災訓練)

備
え
は
万
全
？

●新松戸南中学校　新松戸南2の124
－救出救助訓練－

・ 埼玉県大宮市が自主的に訓練に参加

都市防災対策につい

て調査・研究を行うた

め、昨年立地条件や都
市形態が類似している

埼玉県大宮市と防災研

究都市協定を締結しま
した。

それに基づき、今回

Ｉ 災害 特 殊工 作 車｢ さい そ う君｣ 出動 ！

(新松戸南中学校)

地震で建物などが倒壊しかとき、ショベルやカ

ッター付き破砕機で、がれきを排除したり、倒れ

た柱などを切断できますＯ

キャタピラ方式なので、あらゆる障害物を乗り

越えて進むことができます。

り
ま

す
。

水
受

領

・
搬

送
体
験
・：
給
水

車
か

ら
の
水
を
ポ
リ
タ
ン
ク
に

入
れ
て

、

必
要

な
場
所
に

搬
送
し
ま
す

。

②
簡
易
ト
イ
レ

組
み
立
て
訓

練

段

ボ
ー
ル

製
の
小

型
で
軽
量
の

ト

イ
レ

を
組
み
立
て

ま
す

。

③
か
ま
ど
訓
練

軽
量

ブ
ロ
ッ

ク
を

使
っ
て

簡
単
な

か
ま
ど
を
作

り
、
や
か
ん
で

お
湯

を

沸
か
し
ま

す
。

④
避

難
所
体

験
訓
練

名

簿
作
成
訓

練
・
：
学
校
に
避

難
し

て

き
た
人
を

把
握
す
る

た
め
に

。

町
会

・
自

治
会

単
位
で

避
難

者
名

簿
な
ど
を
作

成
し
ま
す

。

収
容
場
所

割
’

」
り
訓

、。

・
体
育

館
内
で
の

一
人

当
た
り
の
・
割
り
当

地震 により家屋など が多数倒壊し 、

そ の下敷 きにな って いる人 が多く 出

てい る 、との 想定で 訓 練を実 施し ま

すＯ
陸上 自 衛隊 や 松戸 市 建 設業 協 会 、

震災 時住民 協力 事業 所であ る 松戸市

自動 車整 備振 興会 、消防 署 、消防団

が 連携し て 、倒壊家 屋 等からの 負傷

者 の救出 救助と 、医 療機 関への 搬送

および障害物の除去活動を行います。

●柿ノ木台小学校　二十世紀が丘柿の木町111
－救急救護訓練－

「
防
災
は
、
日

ご
ろ
か
ら
の
心
が
け
」

これだけは準 備しておきたい

非常持ち出し品

の訓練に大宮市の職員も参加します。

松戸市と大宮市は万一のとき、互いに災害応急対策に必
要な支援を自主的に行います。

・ 陸上自衛隊ヘリコプターによる緊急物資搬送訓練

災害対策本部からの出動要請を受けて、陸上自衛隊のヘ

リコプターが緊急物資を搬送します。
午前Ｕ 時ごろ、運動公園の陸上競技場に設置した臨時

ヘリポートで、緊急物資を積み込み、常盤平第二小学校ま

で搬送します。

て
ス
ペ
ー

ス
を
、
テ
ー

プ
を
使
用

し

て
区
割

り
し

ま
す

。

照
明
器
具

体
験
・：
発

電
機
、
投
光

機
を
実
際
に

操
作
し
て

、
照
明
の

確
保
を
し

ま
す
。

食
糧

・
水

の
受
領

、
配

布
訓
練
・：

関
係
機

関
か
ら
ト
ラ
ッ

ク
で
運
ば

れ
て
き
た
食
糧
や
水
を
受
け
取
り
、

避
難
し

て
い
る
人

た
ち
に
配
布
し

ま
す

。

寝
具
受

領
、
配
布
訓

練
…
関
係
機

関
か

ら
ト
ラ
ッ
ク
で

運
ば
れ
て
き

た
毛

布
を
受
け
取
り

、
避
難
し
て

い

る
人

た
ち
に
配

布
し

ま
す

。

情
報

伝
達
訓
練

…
避
難

し
て
い
る

人
へ
の

情
報
を

、
ベ
ニ

ヤ
板
を
使

っ
て

伝
達
し
ま
す

。

学 校内 に「 応急 救 護所 」 卮開 設。

地 域防災 リーダ ーや防災 協力 員 、地

域 住民 、松戸市医 師会 、消防 署 、消

防団 が連携し て コ 到壊し た家屋 から

下 敷きにな った人 を救出し たり 、負

傷者 の応急処置を 行い ます。

また 、路 線バ スやタクシ ーを利 用

し た負傷者の搬送訓練も実施します。

訓

練

の

特

色

次
の
点
に
重
点
を
置
い
て
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

①
今
年
の
４
月
に
開
局
し
た
「
地
域
防
災
無
線
」
を
使
用

し
て
の
情
報
収
集
・
伝
達
活
鱚
の
検
証

地
域
防
災
無
線
と
は

災
害
対
策
本

部
（
市
役
所
）
を
中

心
に

、
防
災
関
係
機

関

（
消
防
・
警
察
）
と
皆
さ
ん
の
生
活
に
密
接
に
関
係
す
る
機
関

（
電
気
・
ガ
ス
・
電
話
・
病
院
な
ど
）
と
を
相
互
に
結
ぶ
、
メ

ッ
シ
ュ
状
（
双
方
向
）
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す

。

●第三中学校　馬橋2080

－初期消火訓練－

地
震
大
国
の
日
本
。
近
年
は
、
南
関
東
地
域
を
震
源
と
す
る
地
震
の
発
生
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
そ
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
予
測
す
る
こ
と
さ
え
困
難
で
す
。

私
た
ち
に
で
き
る
唯
一
の
こ
と
は
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
、
普
段
か
ら
の
備
え
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

非 常 食

水(1日1人3L）

乾パン

缶詰類( 缶切り)

ビスケット

チョコレート

チーズなど

救急セット

包帯

ガーゼ

ばんそうこう

ハサミ

家庭常備薬

衣 類 等

セーター・ジャンパー

毛布

!下着類

タオル・石けん

軍手・厚手のゴム手袋
一
雨 具

そ の 他

現金・貯金通帳・印鑑・証書類

I懐中電灯・電池

ろうそく・マ ソヽチ・ライター

I
携帯コンロ・燃料

トランジスタラジオ

防災ずきん・ヘルメ ソヽト

ミルク･ ほ乳びん･おむつ･おんぶひも

サラシ1反

防水ビニールシート ・簡易式トイレ

わｶ 塚 の チ ェ ッ ク 表

災 害 に対 す る 心 構え で 大 切 な の

は、「自 分の身 は自分で 守る」とい う

こ とで す。その ため に 日ごろ から

安 全対 策をし たり、非常 時の持ち 出

し 品を備えて おきよし ょう 。

日ごろ からできる 安全対 策

避難場所と避難方法の確認（下記）

家族が離れたときの連絡方法と集合場所

非常持ち出し品の点検と置場の確認

地震が起きたときの役割を確認

家の耐震診断（ブロック塀も含む）

家具類は転倒防止器具などで固定

家具の上には重いものを置かない

出火防止の徹底（耐震自動消火装置付き

器具の使用や、火の周りには燃えやすい

物は置かないなど）

窓ガラスなど透明フィルムで飛散防止

ベランダや通路には物を置かない

非常用水のくみ置き

情報の伝達・収集を、素早く的確に！
と
て

も
便
利

な
無
線

で

す

・

電
話
機
と

同

じ
よ

う
に

、
モ

ジ
モ

ジ

、
バ
イ

バ
イ

と

話

せ

る
方

式

二

周
波

同
時

送
受

話

方
式

）
で

す

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
゜

瑤

関
係
機

関
同

士
の

同

時
通

話
が

で
き
ま
す
。

②
市
内
全
小

・
中
学
校

や
保
育
所

と
連
携
し

た
訓

練
の
実

施
市
内

の
全
小

・
中

学
校
や
保
育

所
で
、
児

童

’
生
徒

の

避
難

訓
練
（
柿
ノ
木
台

小
学

校
で

は
、
避
難

訓
練
の
後

、

保
護

者
へ
の
引
き
渡
し

訓
練
を
実

施
）

や
地

域
防
災
無
線

を
使

用
し
て
の
通
信

訓
練
を
行

い
ま
す

。

③
地
域
分

散
型
に
よ

る
訓
練

市

役
所
に
「
災

害
対
策
本

部
」
を
、
矢
切

支
所
、
常

盤

平
支

所
、
馬
橋
支
所

、
新
松
戸
支

所
に

「
現

地
災
害
対

策

本

部
」
を
設
置
し

、
地
区

内

の
状
況
把
握

な
ど
を
行

い
ま

す

。
ま
た
、
上
記

の
収
容
避

難
所

体
験
訓

練
を
柿
ノ
木
台

小

学
校
、
常
盤
平

第
一
。小
学

校
、
第
三
中

学
校
、
新
松
戸

南
中

学
校
の
四

校
　

犬`
咄
　

。よ
す

。

地震 により中 学 校付近で 火災 が多

発し ている が 、道路 の破損 等によ り

消防 隊 が現場 へ向 かえ ない 、と の想

定 で訓練を実 施し ます。

校庭で出火し ている 模擬建物(3棟)

を使っ て 、地 域住民 と第三 中学 校の

生 徒 が 、水 バヶ ツリレ ーによる 初期

消火活 動を 実施し ます。 また 、延焼

を阻 止 する ために 、軽可 搬ポンプ や

屋内消火栓( せん) を 使用し た消火活

動を 行いま す。

●常盤平第二小学校　常盤平４の18

－火災防御訓練－

地震により 、校舎 から火 災が発生。

道路など の障害 により 消防　 芍の到

着が遅れ、また、水道管等も被害

が発生し て消火 栓が使 用不能 とな っ

た 、との想定で 訓練を実施し ます。

金ヶ 作公 園の100m3 貯水 槽から常

盤平 第二 小学 校 まで 約650  m の遠距

離中 継送水訓練を 実施し ます。

皆さんの見学をお待ちしています。

覚 え て お こ う

い ざ と い う と き の 避 難 場 所

● 指定 ・広 域避 難場 所(22 ヵ 所)

災害発生時には 、近所にある 校庭や公園 、空 き地な

ど に一時避難し 、災害の拡大や延焼などの際には指定
避難場所へ避難してください

ゝ

広域避難場所 指定避難場所 所在地

⑨小金高校等

①本土寺 平賀63

⑤新松戸中央公園

四新松戸西小

新松戸6丁目22

小金1180

⑩21世紀の森と

広場

②東漸寺

②ユーカリ交通公園

小金359 の1

小金原1丁目25

④小金原公園 小金原6丁目10

⑤栗ケ沢公園 小 金 原8 丁 目2ﾜ
ｰ－　 一一常 盤平3 丁 目26⑤淦ヶ作公園

⑩松戸運動公園

⑤幸谷小

上本郷4434

幸谷212 の2

|⑦六実中央公園

子陸上自衛隊松戸駐とん地

六高台3丁目 膕2

五香六実5

⑤八柱霊園
⑨八柱霊園 田中新田48の2

⑩松戸南高校 紙敷1199

⑩東部クリ ーンセンター 高塚新田352

㈲梨香台小学校 高塚新田引2 の13

０千葉大学園芸

学部

⑩江戸川河||敷

口千葉大学園芸学部 松戸648

⑩松戸中央公園 岩瀬48ﾜ の1

⑩江戸川河川敷 市内流域部分

⑩日本大学松戸歯学部 栄町2の8ﾜO の1

避難 の順 序

町会等で 決めた避難場所

〔自主的避難〕

あらかじ め町会等で決められた場所へ 、

班単位で避難

市指定避難場所・広域避難場所

〔自主的避難・集団避難〕

火災の延焼等で被害が拡大するおそれ

があるときに避難

収容避難場所

〔市職員の誘導・自主的避難〕

家屋を火災等で失って ，避難が必要な

人を収容

建

築
物

防

災

週
間

中

、
防

災

査

察
を

行

い
ま

す

８
月
3
0日
出
～
９
月
５
日
童
は
建

築
物
防
災
週
間
で
す
。

期
間
中
、
市
で
は
病
院
・
デ
パ
ー

ト

ー
ホ
テ
ル
・
学
校
等
の
特
殊
建
築

物
を
対
象
に
、
防
災
査
察
や
建
築
物

の
窓
ガ
ラ
ス
・
外
壁
等
の
落
下
物
調

査
を
行

い
ま
す
。

安
全
な
街
づ
く
り

の
た
め
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
建
築
指
導
課
建
築
指
導
係

地
番

が
変

わ

り

ま

し

た

８
月
2
3日
出
か
ら
、
河
原
塚

寺
ノ

台
土
地
区
画
整
理
事
業
地
区
（
河
原

塚
の
一
部
）
の
地
番
が
変
わ
り
ま
し

た
。

※
同
時
に
区
画
整
理
地
区
内
の
登
記

簿
が
閉
鎖
さ
れ
、
一
般
登
記
は
換

地
処
分
の
登
記

が
完
了
下
る
ま
で

停
止
さ
れ
ま
し
た
。

鬪
都
市
整
備
課
開
発
係
・
地
域
振
興

課
町
翕
整
備
係

北

千

葉

広

域

水

道

企

業

団

職

員

を

募

集

試

験

日
1
0
月

Ｓ
日

㈲

募
集

職

種

技

術
職
①

電
気
上
級

ぶ
水
質
上
級

茖

一
人
）
　
受

験

資

格

昭
和
4
4
年

４
月

２
日

～
5
1
年

４
月

１
日

生
ま

れ
の
人

（
性

別

・
学
歴
不

問
）

受

付

期

間

９

月

１
日

丱
～
1
2
凵

窗

※
申
込

用
紙

は
９
月
1
2
日

蚩
ま

で
企

業
団

総
務

課
で

配
布

問
北
エ
ト
葉
広

域
水
道

企
業

団
総

務
課

登
詬

・
3
2
1
1

番

始

め

て

み

ま

せ

ん

か

身

近

な

国

際

交

流

松
戸

市
国

際
交

流
協

会
で

は
、
外

国
人

と
交

流
を
持

ち
た

い
人

な
ど
を

対
象

に
会
員

を
募

集
し

て

い
ま
す

。

主

な

活
動

内
容
・：
交
流

パ
ー
テ
ィ

ー
・
ホ

ー
ム

ス
テ
イ

・
ホ

ー
ム

ビ
ジ

ッ
ト

の
受

人

れ
・
外
国

料

理
教
室

・

外
国

人

の
た
め

の
日

本
語

教
室

・
国

際
理

解
講

座

な
ど

ボ
ラ

ン

テ
ィ

ア

登
録

…
通

訳
・
翻

訳

・
ホ

ス
ト

フ
ァ
ミ

リ

ー
・
日

本
語

講
師

四
外
　

（

が
よ
り
快

適

に
生
活
で

き

る
よ
う

、

お
手
伝

い
も

し
て

い
ま

す

。
身

近

な
外

国

の
人

に
、
当

協

会

の
こ

と

を

お

知

ら

せ

く

だ

さ

い
。

会費( 年額)

個人会員
｜

3,00（

｜

学生会員
｜

1,000円|

団体・家族 5,000円

法人会員 10,000円

外国人会員 1,000円

懿
肺
松
戸
市
国
際
交
流
協
会
（
市
役

所
内
）

「

さ

わ

や

か

な

タ

ク

シ

ー

の

乗

務

員

」

さ

ん

を

推

薦

し

て

く

だ

さ

い千

葉
県

で
は

「
心
豊

か
で
う

る
お

い
の
あ

る
ふ
る

さ
と
ち

ば
」

を
つ
く

る
た

め
、
「
さ
わ

や
か
「

Ｉ

ト
ち

ば
」

県
民

運
動

を
展
開

中
で

す
。

こ

の
運

動
の

一
つ
と

し
て

、
９
月

１
日

か
ら
1
0
月
3
1
日
ま

で

「
さ
わ

や

か

タ
ク

シ
ー
運
動

」

を
行

っ
て

い
ま

す

。
あ

な
た

の
出

会

っ
た
親

切
な
乗

務

員
さ

ん
を
推

薦
し
て

く
だ

さ

い
。

圃

タ
ク
シ

ー
内

に
置

い
て

あ

る
ア
ン

ケ
ー
ト
用

紙
に
記

入
し

て
、

干
2
7
1
松

戸
市
小

根

本
七

東
葛

飾
支
庁

県
民

セ

ン

タ

ー
（
昔
知
・
3
0
0
8

番

）
へ

老

人

保

健

施

設
（
梨

香

苑

）
介

護

福

祉

士

と

市

立

東

松

戸

病

院

パ

ー

ト

看

護

婦

・

パ

ー

ト

薬

剤

師

を

募

集

①
介

護
福

祉
士

（
平

成
!
0
年
度

採

用

予

定
）

＝
二

十
三

歳
ま

で

の
資

格

を
有
す

る
人

（
資
格

取
得

見
込
み

者

を
含
む

）
②

パ

ー
ト

看
護

婦

＝
四

十

五

歳
ま

で

の
資

格

を
有
す

る
人

③

パ

ー
ト
薬

剤
師

＝
四
十

五
歳

ま
で

の
資

格

を
有

す

る
人

募
集

人

員

各
若

干

名車
Ｔ
月
1
0
日
汞
ま
で

に
、
履

歴
書
（
写

真
付
き

）、
資

格
免

許
の
写
し
等

（
必

要

書

類
は
お

問

い
合
わ
せ

を
）

を
郵

送
で

〒
2
7
1
松

戸
市

咼
塚
新

田

二

三

の
一
三

市

立
東
松
戸

病

院
総
務

課
総

務

係

（
昔
3
9
1
・
5
5
0
0

番

）

へ

市
立

保
育

所

臨

時

職

員
（
保

母

）

を

募

集

対
象
保
母
資
格
の
あ
る
人
　

募
集

人
員
若
干
名

賃

金
時
給
九
百
十
円

交
通
費
日
額
三
百
六
十
円
ま
で
（
上

限
）
　
勤
務
日
時
月
曜
～
金
曜
日
午

前
９
時
～
午
後
４
時
、
土
曜
日
午
前

９
時
～
午
後
Ｏ
時
3
0分

崋
Ｔ
月
５
囗
窗
ま
で
に
、
電
話
で
保

育
課
指
導
係
へ

千

葉

県

信
用

保

証

協

会

の

保

証

付

融

資

を
ご

利

用

く

だ

さ

い

対
象
県
内
で
同
一
事
業
を
一
年
以

上
営
ん
で
い
る
中
小
企
業
　
融
資
限

度
額

．
般
保
証
（
保
証
人
ま
た
は
担

保
付
）

＝
二
億
三
千
五
百
万
円
、
特

別
小

口

保

証
（
無
担

保
・
無
保

証

人
）
―
七
百
五
十
万
円

信
用
保
証
料

（
一
件
あ
た
り

ブ
五
十
万
円
以
下

＝

年
○

∴
五
五
％
、
百
万
円
以
下

＝
年

〇
・
八
〇
％
、
百
万
円
超

＝
年

丁

○
○
％
　
申
込
窓
口
金
融
機
関
の
融

資
担
当
窓
口
、
商
工
会
議
所
・
中
小

企
業
団
体
中

央
会
、
県
庁
・
東
葛
飾

支
庁
・
市
役
所
の
各

商
工

担
当
課

岡
千
葉
県
信
用
保
証
協
会
東
葛
支
所

容
莇
・
6
0
1
0

番

敬
老
祝
金
・
千
葉
県
高
齢
者
祝
品
を
差
し
上
げ
ま
す

敬

老

祝

金

対

象
・：
平

成
９
年
４
月
１
日

現

在
、

本
市

に
居

住
し

、
住

民

登
録

・
外
国

人

登

録

を

し

て

お

り

、

今

年

度

中

（
平

成

９

年
４

月

１

日

～

平

成
1
0
年

３
月
3
1
日
）
に
満

七
卜
七

歳
（
喜

寿
）
、

満

八

十

八
歳

（
米

寿

）
、

満

九

十

九

歳

（
白
寿

）
、
ま

た

は

満

白
歳
以

上

に

な
る
人

金

額
・：
満

七
十
七

歳

（
大
正

９
年

４
月

２
囗
～

大
正
1
0
年
４

月
１

日
生

ま

れ
）
　一
万

円

、
満
ハ

ト
ハ

歳

（
明

治
4
2
年
４
月

２
口

～
明

治
4
3年
４

月

１
日

生
ま

れ
）
二
万

円

、
満

九
十
九

歳

（
明
治
3
1
年
４

月
２

囗
～
明

治
3
2

年
４

月
１
日

生
ま

れ
）
三

万
円

、
満

百
歳
以
上
（
明
治
3
1年
４
月
１
日
以

前
生
ま
れ
）
五
万
円

お
渡
し
方
法
…
９
月
中
旬
に
指
定

口
座
に
振
込
み
ま
す
。
な
お
、
口
座

振
込

の
方
法
が
と
れ
な

い
人

に
は
、

別
途
、
通
知
し
ま
す
。

干

葉

県

高

齢

者

祝

品

対

象
：
人

正

６
年
1
2
月
3
1日

以

前

に
生

ま

れ
た
人

（
平
成
９

年
1
2
月
3
1

日
ま

で
に
八

十
歳
以

上

に
な

る
人
）

贈

呈

品

…
銅
製

の
茶

筒

お

渡

し
方

法
・
：
９
月
６
口

出
～
1
5

日

倪
の
間

に
、
民

生
委

員

が
お
伺

い

し
お

渡
し
し

ま
す

。

問
な

が

い
き
課
庶

務
係

老
人
保
健
（
七
十
歳
以
上
）
の
一
部
負
担
金
が
変
わ
り
ま
す

老人 保健の一部負担金の改正

区

分

改正前(8 月

31 日まで)
改正後(9 月 抂]から)

外

来

入

院

１月

1,020 円

１日

ﾜ10 円

且亘]500円( 月4回まで)

平成9 年度１日1,000 円

平成10年度１日1，100円

平成11年度１日1,200 円

内服薬(投薬ごとに１日

分につき)

1種類　　　　　　　O円

2～3種類　　　　30 円

4～5 種類　　　　60 円

6種類以上　　　　100円

外用薬(投薬ごとに)

1種類　　　　　　50 円

2種類　　　　　　100 円

万3種類以上　　　　150円

頓服薬(投薬ごとに)

1種類につき　　　10 円

薬
剤
（
外
来
の
み
）

＼

Ｘ

χ

Ｘ
Ｘ

老

人
保
健
法

の
一
部
改
正

に
よ
り

、

平

成
９
年
９

月
１

日
か

ら
、
老

人
保

健

の

一
部
負
担
金

が
左

表
の
と

お
り

改
正

さ

れ
ま
す

。

な
お

、
今
同

の
改
正

に
伴

い
、
新

た

に
外
来

に
お

い
て
薬

剤

の
一
部
負

担

金

が
設

け
ら

れ
ま
し

た
。

※
人
院

時
に
お

け
る

一
部
負

担
金

の

特
例

に
よ
り

、
次

の
よ
す

な
場
合

に

は
、
一
部
負

担
金

が
減

額
さ

れ

ま
す

。

①

市
民

税
非

課
税
世

帯
に
属

す

る

老
齢

福
祉
年

金
受
給

者
で
市

長

の

認
定

を
受

け
た
人

（
一
口

に

つ
き

五

白
円
）

②
人

工

透

析
ま

た
は
血

友
病

の
治

療
を
受

け

て

い
て

、
巾
長

の
認

定

を
受

け
た
人

（
一
ヵ
月

一
万

円

を

限
度

）

○

な
お
、
入

院
時
食

事
療

養
費

は
、

従
来
ど
お
り
変
わ
ひ
あ
り
ま
せ
ん
。

※
市

民

税
非
課

税
世

帯

に
属
す

る
老

齢

福
祉
年

金
受
給

者
で

、
市
長

の

認
定

を
受

け
た

人
の
薬

剤
一

部
負

担
金

は
免

除
に

な
り
ま

す
。

荷
老

人

保
健
課

また指定避難場所では 危険であると思わ

れる場合は ，早めに広域避難場所へ避難

Ｊ してくださ い
゜

l ● 収容 避難 場所

災害により ，帰る家を失った人たちの

ため，市内小・中学校 ，高校 ，市民

センターな ど105 ヵ所を収容避難

場所とし てい ます。

平
成
８

年
６

月
、
防
災
研

究
都
市
協
定
を
締
結



催

し

物

野
鳥

観

察

会

９
月
７
日
㈲
午
前
８
時
松
戸
駅
東

ロ

デ
ッ
キ
上
集
合
、
午
後
１
時
現
地

解
散
（
雨
天
中
止
）
　
会

場
東
京
湾

野
鳥
公
園

内
容
埋
立
地
の
本
格
的

な
野
鳥
公
園
で
の
観
察

持
ち
物
筆

記
具
・
観
察
用
具
・
昼
食
な
ど
　
費

用
入
園
料
・
交
通
費
実
費

圃
顯
ま
っ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基
金

公
詬
・
9
8
4
6

番

夏

の
ハ

ゼ

釣

り

大
会

８
月
3
1日
㈲
午
前
６
時
松
戸
駅
・

新
松
戸
駅
・
新
八
柱
駅
集
合
　
会
場

江

戸
川
放
水
路
左
岸

春
用

八
百
円

（
小

・
中
学
生
五
百
円
）

※
仕
掛
け
講
習
会
＝
８
月
2
9日
窗
午

後
６
時
か
ら
　
会
場
女
性
セ
ン
タ

ー
ゆ
う
ま
つ
ど
　
曹
用

無
料

圃
８
月

丿
日
出
ま
で
に
、
電
話
で
松

戸
釣
り
ク
ラ
ブ
・
井
上

昔
莇
・
8
2

6
0
番
へ

松
戸

市

婦

人

グ

ル

ー

プ
展

（
合

同

作
品

展

）

９
月
２
日
内
～
７
日
㈲
、
午
前
1
0

時
～
午
後
６
時
（
２
日
は
午
後
１
時

か
ら
、
７
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場
文
化
ホ
ー
ル
　
内
容
ペ
ン
習
字

・
編
物
・
放
送
利
用
・
袋
物
・
折
り

紙
・
家
庭
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

こ

」
ぎ
ん

刺
し
　
費
用
無
料

舞
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係

昔
莇
・

7
4
6
2
番

松

戸

母

親

大

会

９

月
７

囗

㈲
午
前
1
0
時

～
午

後
４

時

令
場

常
盤
平

市
民

セ
ン

タ

ー

内
容

法
政
大

学
教

授

・
花
原
二

郎

氏

の
記

念
講

演

「
2
1世

紀

・
わ
た
し

た

ち

の
く
ら

し
ど

う
な

る

の
？

」
　

費

用
五
百

円

奈
保
育
あ

り
（
二
歳

以
上

。
四

百
円

）

黯
松

戸
母

親
大
会

実
行

官

貝
会

登
誣

・
8
6
3
6

番

世
界

平

和

都

市

宣

言

事
業

夏

休

み

親
子

平

和

映

画

鑑

賞
会

８
月
３
日
窗
午
後
２
時
～
４
時

龠
殲
市

民
劇
場

内
容
ひ
ょ
っ
こ
り

ひ
ょ
う
た
ん
島
・
み
い
ち
ゃ
ん
の
て

の
ひ
ら
・
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎

霍

貝

当
日
先
着
三
百
人
　
春
用

無
料

頁
総
務
部
総
務
課

川

に

親

し

む

親

子

の

集

い

８
月

洳
日

出
午
五囹
９
時
工
1
1
1午

爾

天

の
場

合
は
3
1
囗
襾

に
順

延
〕
　

会

場

坂
川

親
水
広

場

工

矢

切
）
　
内

容

親
子

魚
釣

り

・
ド

ジ
ョ

ウ
つ
か

み

・

ミ

ニ
Ｓ

Ｌ
ほ

か
　

曹
用

無
料

圜
河

川
課

社

会

福

祉

施

設
等

合

同

求

人
説

明

会９
月
７
日
㈲
午
後
Ｏ
時

丿
分
～
３

時

丿
分

会
場
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会

議
場
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
　
対

彜

社
会
福
祉
施
設
等
へ
就
職
を
希
望

す
る
人
　
内
容
各
施
設
の
職
員
に
よ

る
個
別
面
談
　
春
乕

無
料

※
申
し
込
み
不
要
、
直
接
会
場
へ

舞
千
葉
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
昔
砌

・
ｍ
Ｊ
・
１
０乙】ｎ
Ｊ
４
番

松

戸

ハ

ー
モ

ニ

カ

ー
ア
ミ

ー
ゴ

チ

ャ
リ

テ

ィ

ー

演
奏

会

９
月
７
囗
㈲
午
後
１
時
～
４
時

会

場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
　
曹
用

無

料岡
松
戸
（

Ｉ
モ
ニ
カ
・
ア
ミ
ー
ゴ
・

佐
藤

容
茹
・
3
2
5
5

番

小

金

原

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

ク

ラ

ブ

展

覧

会
（
翠

墨

会

書

道

展

）

９
月

６
日

出
～

８
日

丱
、
午

前
９

時
～

午
後
５

時
（
８

日

は
正

午

ま
で
）

会

場
小

金
原
市

民

セ
ン

タ

ー
　

春
乕

無
料

群
不

金
原
老

人
福

祉
セ

ン

タ
ー

登
旃

・
8
2
7
0

番

ス
ポ
ー
ツ

秋

季

ク

ラ

ブ

対

抗

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

大

会

９
月
2
3
日

㈲
午
前

８
時

丿
分
受

け

付

け

、
午
前

９
時

開
始

会
場
栗

ケ

沢
公

園
庭
球

場

対

象
連
盟

の
加
盟

ク
ラ

ブ
∴

般

の
チ

ー
ム
（
各
三

組
一

チ

ー
ム
）
　
種
目

男
・
女

ニ
フ
ン
ク
別

ル

ー
ル
国

際
ル

ー
ル
　

費
用

一
チ

ー

ム
六
千

円

圉
９
月

５
日

吻
ま

で
に
所

定

の
振
込

用
紙

で

圃
ソ

フ
ト
テ

ニ
ス

連
盟

・
小

倉

登
3
4
5

・
0
8
9
9

番

グ
ラ

ウ

ン

ド
ゴ

ル
フ

教

室

８
月
3
1日
㈲
午
前
９
時
～
正
午

会
場
高
木
小
学
校
校
庭
　
春
乕

無
料

兩
晋
日
会
場
で

嚮
体
育
指
導
委
員

ふ
（
戸

登
沺
・
8

4
1
5
番

東

儀

秀
樹

の

し

ら

べ
に

の

せ
て

1
0月
４
日
出
午
後
４
時
～
６
時
丿

分

会
場
西
光
院
（
柏
市
）
　
内
容

雅
楽
器
と
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
に
よ
る

生
演
奏

霍

貝
先
着
二
百
人

春
用

六
千
円
（
お
抹
茶
付
き
）

圃
電
話
で
茶
花
つ
ぎ
ね
ふ
の
会
事
務

局
登
０
４
７
１
・
7
4・
0
8
6
6
番
へ

個

人

市

政

見

学

会

９
月
９

日

㈹
午
前
９

時
市

役
所
正

面

玄
関
集

合
　

コ

ー
ス
健

康
増

進
セ

ン

タ

ー
～

博
物

館
～
和

名

ケ
谷

ク
リ

ー
ン
セ

ン

タ
ー
（
昼
食

お
よ

び
見

学
）

～

消
防
局

～
市

役
所

（
解

散
）
　

定

員
二

十
三

人

（
先
着
順

）
　

持
ち
物

昼

食

（
食

堂
等

は
あ

り
ま
せ

ん
）

春
乕

無
料

圉

電

話
で
広

報
課

へ

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を

９
月
１
日
側
は
市
県
民
税
（
第
二
期
）
の
納
期
限
で
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

圃
収
納
課
管
理
係

家
庭

婦

人

卓
球

大

会

９
月
1
2日
金
午
前
９
時
か
ら
　
会

場
運
動
公
園
体
育
館

対
象
車
内
在

住
・
在
勤
の
女
性

内
容
ラ
ン
ク
別

抽
選
ダ
ブ
ル
ス
戦

杤
用

一
人
六
百

円圃
９
月
５
日
金
午
前
1
0時
か
ら
、
運

動
公
園
会
議
室
に
て
行
う
組
み
合
わ

せ
会
議
で

臂
家
庭
婦
人
卓
球
連
盟
・
古
川

登
遐

・
3
7
2
9

番

グ
ラ

ウ

ン

ド

ゴ

ル
フ

教

室

９
月
７
囗
㈲
午
前
９
時
～
正
午

会
場
六
高
台
ス
ポ
ー
ツ
広
場
　
費
用

保
険
料
百
円

兩
晋
日
会
場
で

舞
体
育
指
導
委
員
・
山
方

昔
3
8
7
・
9

0
0
9
番

強
度
玩
具
‘
縁
起
物
な
ど
「
福
」

を
招
く
資
料
を
探
し
て
い
ま
す

市
立

博
物

館
で

は
、

平
成
1
0
年
３

月

剴一
日

か
ら

、
特
別

展

「
福

神
の

世

界

」
（
仮
称

）

を
開
催

し

ま
す

。

住
宅

地
化

す

る
以

前

か
ら

松
戸
市

域

に
根
付

い
て

い
た
民

間
信
仰

の
姿

を

、
長

寿
や

財
力

な
ど

の
幸

福
へ
の

願

望

を
か
な

え

る
対
象

と
し
て

人

々

に
親

し
ま
れ
て

き
た
福

神
を
題

材
と

し
て

、
明

ら

か
に

し
て

い
き
た

い
と

考
え
て

い
ま
す

。

現
在

、
展

示
品

の
調

査
を

進
め

て

い
ま

す
が

、
個
人

で

お
持
ち

の
郷
土

玩

具
（
が
ん
ぐ

）
、
熊
手
（
く

ま
で
）
な

ど
の

縁
起
物

、
商

店
な

ど
で

飾
ら

れ

て

い
た
招

き
猫

・
福
助

人
形

な
ど

展

示

し
た

い
資
料
が
不
足

し
て

い
ま
す
。

そ

の
よ

う
な

資
料

を
お
持

ち
で

、

展

示

に
協
力

い
た
だ

け
る
方

は

、
博

物

館

ま
で
ご

連

絡
く

だ
さ

い
。

賀
市

立

博
物

館

・
青
木

昔
3
8
4
・
8
2

7
2

番

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

会 場 曜日 時 間 期 間 費 用 問い合 わせ

金ヶ作 公園庭球場

火 午後ﾜ 時～9 時 9月～11 月 6,000円
山岸S388-8450 番

土

午前10 時

～正 午

9月～12 月

ﾜ,000 円
日 吉田B388-6431 番

月

6,000円 高橋B343-0322 番

木 午後1 時～3 時

栗ヶ沢 公園庭球場 木 午前10 時

～正 午中央公 園庭球場 水

東部スポーツパーク 金 午前9 時～11 時

軍
常
時
各
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
て

ス
ポ
ー
ツ
教
室

教室名 日　　　時 会 場 対象( 定員) 費用

①
女性中高齢 者

健康体操

9/4～11/6 の毎週木 曜日

(9/18･10/16 を除く全8 回)

午前9 時30 分～11 時

勤労会館

50 歳以 上

(先着40 人)

無料

②
男性中高齢者

健康体操

9/5～10/31 の 毎週 金曜日

(10/10 を除 ＜全8 回)

午後ﾜ 時～8 時30 分

和名ヶ谷スポ

ーツセンター

体育室

③ 気功・太極 拳
9/13 ～10/25 の毎週土曜日

（全ﾜ 回） 午後ﾜ 時～9 時

運動公園

小体育室
成人( 先着40 人)

④ 女性サッカ ー

9/11 ～10/23 の毎週木曜日

(10/2 ・ 16を除＜全5 回)

午前10 時～正午

運動公園

陸上競技場

成人 女性

(先着30 人)

⑤
三歳児親子 体

操

9/6 ～10/25 の毎週土曜日

(全8 回)

午前10 時～11 時30 分

運動公園

小体育室

平 成6 年4/2 ～

9/30 生 ま れの

子とそ の親

(先着30 組)

⑥
小学校低学 年

健康体操

9/16 ～11/25 の毎週火曜日

(9/23 を除＜全10 回)

午後4 時～5 時30 分

青少年会館

体育室

小学1 年～3 年

(先着40 人)

⑦
小学 校低学 年

健康体操

9/26 ～12/5 の毎週金曜日

(10/10 を除 ＜全10 回)

午後4 時～5 時30 分

運動公園

小体育室

小学1 年～3 年

(先着60 人)

あ
な
た
の
健
康

日
光

と
上
手

に
つ
き
あ
う

一
定
以

上

の
紫

外

線
に

あ
た

る

と
、
そ
の
中

の
中
波
長
紫

外
線
（
Ｕ

Ｖ
Ｂ

）
に

よ

っ
て
数
時

間

後
か
ら

翌
日

に

か
け
て

、
皮

膚
が

ピ
リ

ピ

リ
し
て
赤
ぐ

な
る
サ
ン
バ
ー
ン
（
炎

症
反

応
）

を
起

こ
し
ま

す

。
四
日

か

ら

Ｉ
週

間
た

つ
と

サ
ン

バ

ー
ン

の
赤

み

が
ひ
き

始
め

、
皮

膚
に
サ

ン

タ
ン

（
色
素

沈
着
）

が
始
ま
り

ま

す
。

こ

れ

は
長
波

長
紫
外

線

（
Ｕ
Ｖ

Ａ

）
に

よ
る
反

応
で

す
。

サ
ン

タ

ン
は

メ
ラ
ニ

ン
を
活
発

に

生
成
し

て
皮

の
色

を
黒

く
し

、
新

た
な
紫

外

線

が
皮

膚

の
中
に
入

る
の
を

防

ぐ
た

め
の
生
体
の
防

御
反
応

で
す
。

化
を

進
め
、

シ
ワ

の
原
因

と
な
り

ま
す

。
さ
ら

に
、
皮

膚

が
ん
を
起

こ
し

た
り
も

し
ま

す
。

し

か
し

、
日
光

に
は

ビ
タ
ミ

ン

Ｄ
を

合
成
し

、
く

る
病
を

予
防

す

る
と
い
う
艮
い
効
果
を
あ
げ
ま
す
。

た
だ

し
日

本
で

は
、
一
日

三
十
分

も
屋
外
に
出
て
い
れ
ば
余
り
（
過
ぎ

る
ぐ

ら

い
の
ビ

タ
ミ
ン

Ｄ

が
で

き

て
し
ま
う
の
で
、
と
り
た
て
て
日

光
浴
を
行
弓
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

[亟]①② ③④ ⑤…電話または直接スポーツ課S363-9241 番へ

⑥…9/4 湘 ⑦…9/11WC 必着〕までに 往復ハガギに教室名･会場･住所･氏名( フリガナ)

学年･電話番号を記入して､ 〒271 松戸市上本郷4434 松戸 運動公園内スポーツ課へ

Ｓ
Ｐ

Ｆ

が
Ｉ

な
ら

二
十

分
間

、
Ｓ

Ｐ
Ｆ

が
1
0一
な
ら
二

百
分

間
太
陽

に

あ

た

っ
て

も
、
サ

ン

バ
ー
ン

が
生

じ

な

い
こ

と
を
示

し

て

い
ま

す
。

普
通

の
生
活

で

は
Ｓ
Ｐ

Ｆ

が
1
0程

度

、
日
差

し

の
強

い
海

岸

や
山
で

も
Ｓ

Ｐ
Ｆ

Ｊ
程
度

で
十

分

で
す

。

Ｕ
Ｖ
Ａ
に
対
す

る
効

果
は
「
十
十

「

十
十
」
・
「

十

十
十
」

で
表
示

さ

れ
て

い
ま

す

が
、「

十

十
」
で
か

な

り

の
効
果

が
期

待
で

き
ま
す

。

日

光

浴

は

よ

く

考

え

て

過
度
の
日
焼
け
を
繰
り
返
し
て

い
る
と
、
メ
ラ
ニ
ン
生
成
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
て
シ
ミ
や
皮
膚
の
老

日

焼
け
止
め

ク
リ

ー
ム
を
使
、つ

日
焼
け
止
め
グ
リ
ー
ム
は
サ
ン

ス
ク
リ
ー
ン
（
遮
光
化
粧
料
）
の

ク
リ
ー
ム
剤
で
、
Ｕ
Ｖ
Ｂ
と
Ｕ
Ｖ

Ａ
を
防
ぐ
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
効
果
を
示
す
指
標
と
し
て
Ｓ
Ｐ

Ｆ
（
日
焼
け
止
め
指
数
）
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
Ｕ
Ｖ
Ｂ
の
み
に
対

す
る
効
果
を
示
す
値
で
、
例
え

ば

使

用

前

に

パ

ッ

チ

テ

ス

ト

を

サ
ン

ス
ク
リ

ー
ン

は

パ
ラ
ア
ミ

ノ

安
息

香
酸

、
桂
皮

酸
、

ベ
ン
ゾ

フ
ェ
ノ

ン
な

ど
の
化

学
薬
品

で

、

紫
外

線

が
関

係
す

る
光

ア
レ
ル

ギ

ー
性

の
か
ぶ

れ
を
起

こ
す
こ

と

が

あ
る

の
で
、
注
意

し
て
く

だ

さ

い
。

皮

膚

が
弱

い
人

は
日

焼
け

止
め

ク

リ
ー
ム
を
使
う
前
に
、
パ
ッ
チ
テ

ス
ト

（
貼
付

試
験
）

な
ど

で
安

全

性

を
確
草

ず
る
こ
と

が
必
要

で
す
。

（

松

戸

市

医

師

会

）

情報

チャンネル
タイトルが色刷りのものは、市の主催です。



講
座
・
講
演

親

子

料
理

教

室

９
月
６
日
出
午
後
２
時
～
５
時

会
場
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
　
対
象
小

学
校
低
学
年
児
童
と
保
護
者

内
容

ピ
ラ
フ
と
栗
よ
う
か
ん
　
讀
師
料
理

研
究
家
・
高
橋
貴
美
代
氏

霍

貝
先

着
二
十
組

苣

拑
一
組
千
五
百
円

圃
８
月
Ｓ
日
㈹
午
前
９
時
か
ら
、
電

話
で
常
盤
平
児
童
福
祉
館
昔
Ｘ
・
3

3
2
0
番
へ

青

少

年

教
室

「
敬

老
の

日

に

作

ろ

う

・

親
子

で

和

菓
子

」

９
月
1
3日
出
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
市
民
会
館

対
乖
小
学
三
年
生

以
上
の
子
と
保
護
者
　
内
容
ぎ
な
こ

あ
め
と
そ
ば
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り

講

師
松
戸
市
消
費
者
の
会
・
山
室
明
子

氏

霍

貝
先
着
三
十
人

持
ち
物
エ

プ
ロ
ン
・
ふ
き
ん
　
春
用

一
人
千
円

圃
８
月
Ｓ
日
㈹
午
前
９
時
か
ら
、
電

話
で
青
少
年
会
館
容
3
4
4
・
8
5
5
6

番
へ

自

己

開

発

セ
ミ

ナ

ー

「
高

齢
社

会

を

ど

う

生

き

る
の

か
～

豊

か

な

社

会

の

創

造

を
目

指

し
て

」

９
月
丿
日
～
1
0月
2
5日
の
毎
週
土

曜
日
、
午
前
1
1時
～
午
後
ｏ

時
3
0分

と
午
後
１
時
丿
分
～
３
時

（
全
十
二

講
座
、
一
講
座
で
も
可
）
　

侖
璢

千

葉
県
女
性
セ
ン
タ
ー
（
柏
市
）
　
対

象
県
内
在
住

こ
仕
勤
者

窖

貝
先
着

六
十
人
　
費
用
無
料

惠
８
月
3
1日
㈲
ま
で
に
、
電
話
で
千

葉
県
女
性
セ
ン
タ
ー
登
０
４
７
１
・

4
0・
8
6
0
2

番
へ

国

民

年

金

生

き

が

い

講

座

①
1
0月
1
4
日

火
午

後
１
時

～
1
5日

水
午

後
２

時

〔
一
泊
二

日
〕

②
1
0一
月

1
5日

水
午

後
１

時

丿
分

～
1
6
日
米

午

後
１

時

二

泊

二
日
〕
　

会

場
国
民

年

金
保

養
セ
ン

タ

ー
「
そ

と

ぼ
う

」

（
夷
隅

郡
岬
町

）
　
内

容
年
金

・
教

養

・
健

康

・
趣
味

（
園

芸

・
グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ
ル

フ
）

の
各
種

講
座

と
健

康
相

談

・
年

金
相
談

対

象
二
十

歳
以
上

の
人

定

員

各
六
十
人

（
抽

選
）

春
用

八
千
円

惠
９

月

割
日
水
〔
必

着
〕
ま
で

に
、（

ガ
キ
に
「
生
き

が

い
講

座
希

望
」
と
明

記

の
上

、
日

程
・
趣

味

の
講
座
（
園

芸

・

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ

の
ど
ち

ら
か

を

選
択

）・
住
所

・
氏
名

・
年

齢

・
性

別
・
電

話
番

号
を

記
人
し

て

、〒

沺
－

9
1千

葉
市

中

央
区
市

場
町

一

の
一
千

葉

県
社

会
部
国

民
年

金
課

生
き

が

い

講

座
事

務
局
（

昔
圓
・
匐
・
2
3
8
2

番

）
へ

東

京

大

学

公

開

講

座

1
0月

４

囗

・
1
8日

・
2
5囗

、
Ｈ
月

１

日

・
1
5日

の
各

土
曜
日

龠
場

東

京
大
学

法
文

２
号

館
（
文
京

区
本

郷
）

対

象
成

人
一

般
、
大

学
生
　

窖

貝
先

着

七
百

人
　

眥

拑
聴
講
料

四
千
円

※
詳

細
は

お
問

い
合

わ
せ
く

だ
さ

い

圃

仰

東
京

大
学
綜

合
研

究
会

合
0
3
・

３
８
１

５

・
8
3
4
5

番

音

楽

の

広

場

（
合

唱

講

座

）

８
月

湎
日
天

午

後
１
時

丿
分

～
３

時

丿
分

命
垂
市

民

劇
場

数

用
テ

キ
ス
ト

代
二
千

七
百

円
（
初

回

の
み
）

用
当

日
会

場
マ

嚮
矢

切
公

民
館

昔
莇

・
1
2
1
4

番

〔
日

用

雑

貨

〕

パ
ー
ソ

ナ
ル

ロ
ッ

カ

ー・
八
百
円

◆

い
草

座
布
団

五
枚

組
二

千
円

◆

座
布
団

五

枚
組

（
カ

バ
ー
十

枚

付
）

三
千
円

◆

Ｌ
Ｐ

ガ
ス
用

焼

き

鳥
器
二

千
円
◆
（

ン
カ
チ

セ

ッ
ト
五

百

円
◆

写

具
立
て
千

円
◆

手
提

げ
金

庫

二
千

円
◆

籐
製

ス
リ

ッ
パ
立

て
無

料
◆

圧

力

鍋
二

千
円

◆

ポ
ラ

ロ
イ

ド

カ

メ
ラ
一
万
円

◆

シ

ョ
ル

ダ
ー

バ
ッ

グ
千
五

百
円
◆

蓄

圧
式
噴

霧
器

五
千

円
◆

ス
タ
イ

ル
ミ

ラ

圭

二
千
円

◆

ス

タ

ッ
ド
レ

ス
タ
イ

ヤ
1
7
5
／
7
0
R
1
3四

本
一
万

円
◆

ダ
ブ
ル

ベ
ッ
ド
用

ス

プ

リ
ン

グ
マ

ッ
ト
無

料
◆

よ
し

ず
千
円

◆

座

い
す

八
百

円
◆

ス

ラ
イ

ド
式

ベ

ッ
ド

ガ
ー

ド
千

五
百

円

圃

８
月

丿
日
出

〔
当

日
消

印
有

効
〕

ま
で

に
、
（

ガ
キ

に
希

望
品
名

（
品

物
一
点

に

つ
き

一
人

一
枚

）
・
価
格
・

ビ
デ

オ

編

集
講

座

①
初
級
＝
８
月
３
日
糜
・
Ｊ
日
出

・
3
1日
非
才

中
級
＝
８
月
丿
日
出
・

3
1日
㈲

時
間
①
午
前
の
部

＝
怎

圍

1
0時
～
正
午
、
午
後
の
部
＝
午
後
１

時
丿
分
～
３
時
丿
登
②

午
後
１
時

丿

分
～
４
時
丿
分

定
員
①
各
回
三
人

②
各
回
一
人
（
各
先
着
順
）
　
会

場

森
の
ホ
ー
ル
2
1情
報
セ
ン
タ
ー
　
内

容
目
分
で
撮
影
し
た
ビ

デ
オ
に
タ
イ

ト
ル
・
音
楽
な
ど
を
入
れ
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
作
品
を
作
る
　
持
ち
物
目
分
で

撮
影
し
た
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
と
新
し

い

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
　
春
用

無
料

惠
８
月

郤
日
㈹
午
前
1
0時
か
ら
、
電

話
で
森
の
ホ
ー
ル
2
1情
報
セ
ン
タ
ー

登
3
8
4
・
5
0
5
0

番
へ

初

心

者

の

た

め

の

屋

外

ス

ケ

ッ

チ

入

門

講

座

９

月
1
7日

～

拍一
月
1
5日

の
毎

週
水

曜
日

、
午

前
９

時
～
正

午
（
全
五

回
）

会

場
屋

外

曹
用

二
千

円

※
９

月
1
1日

米
午

前
９

時

丿
分

～
正

午

、
市

民
劇
場

で
申
し

込

み
受

け

付

け
と

説
明
会

を
行

い
ま

す
。

圃

淡
彩
画

会

ホ
ワ
イ

ト

ー
マ

ッ
ト

・

菊
地

昔
3
8
1
・
0
7
3
9

番

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

（
昼
間
お

勤
め
の
人
は
勤
め
先
の
電
話
番
号
）

を
記
人
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本

七
の
八
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
第
ニ
ヒ
ル

松
戸
市
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係
へ

※
相
手
の
紹
介
は
月
初
め
に
抽
選
し

当
選
者
に
電
話
連
絡
し
ま
す
。
紹

介
後
は
自
主
交
渉
に
な
り
ま
す
。

品

物
を

譲
り

た

い
人

は
、
８

月
３

日

蚩
ま

で
に
、
電

話

で
申
し
込

ん
で

く

だ
さ

い
（
一
人
三

点
ま

で
）
。
９
月

2
5日

号

に
掲
載
し

ま
す

。
価

格
は

一

万

円

ま

で
で
、
衣

料
品

・
食

料
品

・

自

転
車

な
ど

は
扱

い
ま

せ

ん
。

圃

消

費
生
活

課
消

費
生
活

係

登
沺

・

7
3
2
9

番

グ

ッ

ド

ラ

イ

フ

カ

レ

ッ

ジ

「

手

話

入

門

」

９
月

Ｊ
日
～
1
0
年

３
月
1
4
日

の
毎

週

土
曜
日

（
全
二
十

一
回

、
年

末
年

始

・
大

学
祭
等

を
除

ぐ
）
、
ま

圜
1
0時

～
正

午

会

場
聖
徳
大

学

対

象
四

十
歳
以

上

の
人

霍

貝
四
十

人

（
抽

選

）
　

春
用

無

料

（
テ
キ

ス
ト
代

は

自

己
負

担
）

圉

９
月
1
2
日

蚩
〔
必

着
〕
ま

で
に
、
往

復
（

ガ
キ
に

住
所

・
氏
名

・
年

齢

・

電
話
番

号
を

記
入
し

て

、

〒
2
7
7
柏

市

柏

の
葉
四

の
三

の

Ｉ
さ

わ
や

か
ち

ば

県
民

プ
ラ

ザ
事
業

課

グ
ッ
ド

ラ
イ

フ

カ
レ

ッ
ジ
係

（
昔
０

４
７

１

・
4
0
・

8
6
1
5

番

）

へ

お
茶

の

間

古

典

「
女

性

の

視
点

で

読
む

今

昔

物

語
」

９
月
６
日
出
・
Ｊ
日
出
、
午
後
１

時
丿
分
～
３
時
丿
分

会

場
女
性
セ

ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど
　
内
詈

丗
け
合

い
漫
談
で
読
み
解
く
古
典
文
学
講
座

講
師
ウ
イ
メ
ン
ズ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
会
・
見
原
正
佐
子
氏
・
堀
井
幸
子

氏

霍

貝
先
着
三
十
五
人

昔
用

一

回
五
百
円

※
保
育
あ
り

（
二
歳
以
上
・
お
や
つ

代
等
三
百
円
、
要
予
約
）

軍
電
話
で
ま
つ
ど
女
性
会
議
・
毛
利

登
莇
・
8
8
6
4

番
へ

社

交

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会

９

月
２
日

～
1
1
月
Ｓ
日

の
毎

週
火

曜
日
（
全

十
三

回
）
、
午

後
７
時

～
９

時

会

場
ハ

ケ
崎
市

民

セ
ン

タ
ー

内

容
マ
ン

ボ

ー
ジ
ル

バ

ー
ブ
ル

ー
ス

・
ワ
ル

ツ
　

曹
用

六
千
円

圜
ス

バ
ル
ハ

ケ
崎

ダ
ン

ス
サ

ー

ク
ル

・
川

田

昔

謡
・
4
5
8
1

番

（
夜
間

の
み

）

が

ん

予

防

展

９

月
５
日

窗
～

７
日

㈲
午
前
1
0一
時

～
午

後
７

時

丿
分

（
７
日

は
午

後
５

時
ま

で
）
　

会

場
千

葉
そ

ご
う

費

用
無

料

弩
厠
千

葉
県

対

が
ん
協

会

昔
圓

・
2
3
1

・
2
0
5
1

番

ツ

ベ

ル

ク

リ

ン

反

応

・

Ｂ

Ｃ

Ｇ

予

防

接

種

の

救

済

ツ

ベ

ル

ク

リ

ン

反

応

＝
９

月

２

日

㈹

、

Ｂ

Ｃ

Ｇ

＝

９
日
‥］４

日

米

、

夂
望
卜

後

１

時

～

２

時
1
5
分

会

場
中

央

保

健

セ

ン

タ

ー

用

生

後

三

ヵ

月

以

上

四

歳

未

満

で

Ｂ

Ｃ

Ｇ

を

受

け

て

お

ら

ず

予

診
票

の

な

い

人

は

、

直

接

各

保

健

セ

ン

タ

ー

・

各

支

所

の

健

康

相

談

室

で

申

し

込

む

か

、
（

ガ

キ

に

左

記

の

要

領

で

記

人

し

て

、

〒
2
7
1松

戸

市

竹

ケ

花

七

四

の

三

松

戸

市

Ψ
央

保

健

セ

ン

タ

ー
内

保

健

衛

生

課

予

防

衛

生

係

（
公

鰯

・
7

4
8
4

番

）

へ

※
旧

予

診

票

を

持

っ

て

い

る

人

は

。

集

団

接

種

会

場

で

交

換

し

て

使

用

で

き

ま

す

。

生

後

三

ヵ

月

に

な

ら

な

い

と

受

け

ら

れ

ま

せ

ん

。

ハガキ記入要領

ツベルクリン反応

・ＢＣＧ申し込み

社

交

ダ

ン

ス

初

級

講

座

９

月
６
日

～
1
2
月

丿
日

の
毎
週

土

曜
日
（
全
十

六
回
）
、
午

後
７

時
～
９

時

会

場
ハ

ケ
崎
市

民

セ
ン

タ

ー

対

象
初
心
者

・
多
少

経

験
の

あ
る
人

曹
用

三

千
円

圃
み

さ
き

ダ
ン

ス
研
究

会

・
加

藤

昔

屁
・
0
0
1
8
戸０
番

住所

保護者氏名

子ども の氏名

子ども の生年 月日

電 話番号

日　　時 内　　 容

9/5

銜

健康と食生活について（お話）

スピード料理（実習）

12

銜

家族そろって生活習慣病を予防しよう(お

話)／野菜をいっぱい食べよう(実習)

19

廊

成長期のための食生活（お話）

子ども向け食事（実習）

26

窗

健康づく りと 運動 ・休養について

（お 話）／手 軽にできるョ ガ（実技）

会場中央保健センター　定員先着30 人　対

象本講座を初めて受ける人　費用無料

[亟電話で中央保健センターfi366 ―ﾜ490 番へ

保
健
・
衛
生

予

防

接
種

の

お

知

ら

せ

９
月
上
旬
に
、
平
成
９
年
６
月
１

日
～
７
月
3
1日
生
ま
れ
の
人
に
予
防

接
種
の
通
知
を
し
ま
す
。
ま
た
、
表

Ｉ
（
左
記
）
に
該
当
す
る
人
は
、
申

し
込
み
が
必
要
で
す
の
で
、
直
接
各

保
健
セ
ン
タ
ー
・
各
支
所
の
市
民
健

康
相
談
室
で
申
し
込
む
か
、
（

ガ
キ

に
下
記
の
要
領
で
記
入
し
、
〒
2
7
1
松

戸
市
竹
ケ
花
七
四
の
三
松
戸
市

甲
臾

保
健
セ
ン
タ
ー
内
保
健
衛
生
課
予
防

衛
生
係
（
昔
沺
・
7
4
8
4

番
）
へ

※
旧
問
診
票
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

個
別
接
種
受
託
医
療
機
関
・
集
団

接
種
会
場
で
交
換
し
て
使
用
で
き

ま
す
。

楽

々

バ
ラ

ン

ス

メ

ニ

ュ

ー
教

室

（

一
日
千

六

百

キ

囗

力

囗
り

上

①
９
月
Ｈ
日
米
②
1
0月
2
3日
米
、

各
午
前
1
0時
～
午
後
１
時

会
場
健

康
増
進
セ
ン
タ
ー
　
対
乖
車
内
在

任

・
在
勤
で
当
セ
ン
タ
ー
の
医
学
的
検

査
を
一
年
以
内
に
受
診
し
た
人
（
こ

れ
か
ら
受
診
の
人
も
可
）
　
内
容
講

話
と
調
理
実
習
（
①
骨
を
丈
夫
に
・

カ
ル
シ
ウ
ム
を
上
手
に
と
る
た
め
に

②
皿
糖
値
が
気
に
な
る
人
の
食
事
）

菅
田
各
回
四
百
円

圃
８
月
2
5日
丱
午
前
９
時
か
ら
、
電

話
で
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
昔
莇
・
1

8
1
4
番
へ

ハガ キ記入要領

希望する予防接種名

(複数可)

初めて または

匸)回受 けた
受けた日付け

年　 月　 日

年　 月　 日

年　 月　 日

住所
保護者氏名

子どもの氏名

子どもの生年月日( 学年)

電話番号

表 １

①平成９年６月１日 ～７月31 日生ま れ

で８月１５日 以降に住民登録をし た人

②予診票を 持つていない下記の人

7歳6 ヵ月末満の人

○ツベルクリン反応･BCG=3 ヵ 月

以上 ４歳未満で接種をしていない人

○ポリオ＝３ヵ 月以上 ７歳６ヵ 月未満

で２回飲んでいない人

ＯＤＰＴ＝３ヵ 月以上 ７歳６ヵ 月末満

で４回接種し ていない人

○麻しん＝１歳以 上７歳６ヵ 月未満で

接種をし ていない人

○風しん＝１歳以上 ７歳 ６ヵ 月未満で

接種をし ていない人

○日本脳炎＝３歳以上 ７歳６ヵ 月末満

で ３回接種し ていない人

小・中学生

○日本脳炎第２期＝小学 ４年以上13 歳

未満の人で追加接種をしていない人

○日本脳炎第３期＝中学 ２年以上16 歳

未満の人で追加接種をしていな い人

ＯＤ Ｔ第２期＝小学 ６年以上13 歳未満

の人で追加接種をしていない人

○風しん＝中学２年以上16 歳 未満で接

種をしていな い人

家
庭
で
で
き
る

食
中
毒
予
防

▼

食

べ

物

は

十

分

に

洗

い

、

加

熱

し

て

か

ら

食

べ

る

「
Ｏ

Ｉ‐
５

７
」

に
限

ら
す

他
の

細
菌

も

中
心
温

度
が
7
5
度
で

一
分
以

上
加

熱

す

れ
ば

殺
菌
で

き
ま
す

。
食

材
の
表

面

だ

け
を
熱

し
て

も
意
味

は
な

く
、

食
材

の

中
ま

で
し

っ
か
り
火

を
通

さ
な
い

と

危

険
で

す
。

▼
調

理

器

具

は

食

材

ご

と

に

熱

湯

消

毒

す

る

「
0
1
5
7

」
は
少

量
感

染
す

る
の

で

、
食
材

ご
と
に
よ

く
洗
い

、
で

き
れ

ば

熱
湯

消
毒
を

し
た
い

も
の

で
す

。
特

に

、
食

肉
を
取

り
扱

っ
た

あ
と
の

手
洗

い

、
器

具
の
熱

湯
消

毒
が
大

切
で

す
。

▼

調

理

中

は
直

接

手

で

食

材

に

触

れ

な

い

調
理
し
た
食
材
を
お
皿
に
盛
り
付
け

た
り
、
お
弁
当
に
詰
め
る
と
き
に
は
、

は
し
な
ど
を
使
う
よ
う
に
し
ま
す
。

▼

調

理

後

で

き

る
だ

け

早

く

食

べ

る加
熱
調
理
し
た
食
べ
物
で
も
、
保
存

し
て
お
く
と
菌
が
付
着
・
繁
殖
す
る
可

能
性
が
で
て
き
ま
す
。
冷
蔵
庫
を
過
信

せ
す
、
調
理
後
は
で
き
る
だ
け
早
く
食

べ
る
方
が
安
全
で
す
。

▼
日

ご

ろ

か

ら

手

を

よ

く

洗
い

消

毒

す

る

習

慣

を

身

に
付

け

る

特
に
用
便
後
、
食
事
の
前
、
調
理
を

す
る
と
き
に
は
、
薬
用
せ
っ
け
ん
で
手

を
消
毒
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

圃

松
戸
保
健
所

登
叩
2
1
2
1

番

○
譲
り
ま
す

〔
家

具

〕二
段

ベ
ッ
ド
三
千

円
◆

整
理

た
ん
す
千

円
◆
2
5
～

匐
型

用
Ｔ

Ｖ
台

千
円

◆

パ
イ

プ
式
洋

服
掛

け
無

料
◆

籐

製
洋

服
掛

け
千
円

◆
座
卓

無

料
◆

折
り
畳

み
座
卓

千
円

〔
電

気

用

品

〕

商

業
卅
卓

上
ミ

シ
ン

五

千
円
◆

携
帯

電

話
八
百
円

◆

携
帯

電

話

（
加
入

料
込

み
）
七
千

円
◆

マ

イ

ク

ロ
カ
セ

ッ
ト

レ
コ

ー
ダ

ー
二

千

円
◆

ワ
ー

プ
ロ
五
千
円

∴

万
円
◆

電
気
鍋
千
円
◆
電
動
美
容
器
具
三
千

円
◆
扇
風
機
千
円
◆
石
油
フ
ァ
ン
ヒ

ー
タ
ー
五
千
円

〔
子

供
用
品
〕
搾
乳
器
（
ポ
ン
プ
タ

イ

プ
）
千
円
◆
電
動
搾
乳
器
三
千
円

◆
抱
っ
こ
ひ
も
（
ポ
ー
チ
付
）
千
円

◆
お
ん
ぶ
抱
っ
こ
ひ
も
千
円

こ
一
千

円
◆
お
ふ
ろ
用
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
二
千

円
◆
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
無
料
◆

ベ
ビ
ー

サ
ー
ク
ル
千
円
・
二
千
円
◆
Ａ
型
ベ

ビ
ー
カ
ー
ハ

千
円
◆
Ｂ
型
ベ
ビ
ー
力

士

二
千
五
百
円
◆
お
ま
る
千
円
◆
三

輪
車
二
千
五
百
円
◆
マ
マ
コ
ー
ト
千

円
◆
お
む
つ
専
用
無
臭
ゴ
ミ
箱
三
千

円
◆
ベ
ッ
ト
メ
リ

ー
二
千
円
◆
チ
ャ

イ
ル
ド
カ
ー
シ
ー
ト
無
料
◆

ベ
ビ
ー

キ
ャ
リ
ー
無
料
◆

ベ
ビ
ー
湯
た
ん

ぽ

五
百
円
◆
ベ
ビ
ー
（

イ
・
ロ
ー
チ
ェ

ア
無
料
◆
歩
行
器
無
料

〔
ス
ポ
ー
ツ
用

品
・
楽
器
〕
Ｖ
字
型

腹
筋
台
三
千
円
◆
多
目
的
健
康
器
具

無
料
◆
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
五
千
円

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

次
回
掲
載
分
に
つ
い
て

食
生
活
講
座



見に行こう， 聴いてみよう　＝文化施設だより＝

期　 日 内容 （☆聡印は有料） 開演時間 問い合 わせ先

8/31(1日)

千 葉県立慝城博物物 館　 特別講演会

「台風 がﾔ でくる る」～カスリーン台風

から50 ダ （申しし 込 み制）

13 : 30 市 教育委 員会社会教育課　fi366 ―ﾜ462 番

9/ 7(日)花寿美質踊発表表会 １１ ：００ 花寿美 会　　　　　　　　 昔38 ワー15ﾜ2 番

14(日)｢古今志ん朝｣月｣ 独演会 ☆ 14 : 00 東京 音協松戸センター　　S363 ―43ﾜ4 番

18( 村 第1[ぐ同和問問題 講演会 13 : 30 市 市民 相談室　　　　　　S366 ― 1111 番

26 窗 第5 ’大衆派演劇まつリ「女形 気三郎」☆
14:30

18:30

東京エン ターテイメントクラブ

B03-5269-8ﾜ89 番

28(日)ﾜ 庫記念 ぐ　尾崎一夫 歌謡教室音楽 祭 15:00 尾崎一夫 歌謡教室　　　　S365 ―60ﾜ2 番

※月曜日ぱ館

期　日 内　容 開演時間 問い合わせ先

8/29 窗 夏休み親子平和映画鑑賞会 14 : 00 市総務部総務課　　　　　S366-1111 番

30圉 ピアノエレクトーン発表会 13 : 30 高橋美智子　　　　　　　登38ワー6894 番

31(日)ヴァイオリン発表会 13:00 宮崎あゆみ　　　　　　　S346-1405 番

9/ 6 圉 新東京病院公開講座 14 : 00 金丸祐介　　　　　　　　S366 ―ﾜ000 番

7(日)ピアノ発表会 13 二00 鵜飼瑠美子　　　　　　　fi342―9968 番

13出 ピアノコンサート 18 : 00 千葉宣子　　　　　　　　≪341  -1ﾜ53 番

14(日)リドルゴンサード 12 : 00 高橋由布子　　　　　　　昔3引 －54ﾜ6 番

19窗 カラオケコンテスト 18 : 00 冨永くに子　　　　　　　C341-3623 番

20圉 中高生英語スピーチコンテスト 13 : 00 紂松戸市国際交流協会　　S366 ―1111 番

※月曜日は休館

期　　 間 内　　　　　 容

9/2灰卜30 ㈹午後1 時15 分・

3時 巧分から上映(土･日･祝

日は 午前11 時 からも上映)

ハイビジョン映像｢ 始皇帝 ／黄泉の国の軍団･ 兵馬倆(よう)｣〈上映時間29 分〉

10 月｢ 始皇帝 ／黄土高原・果てしな き攻防｣〈上映時 間29 分〉

会場講堂　 観覧無料　 ※講演会 等で予定が変更になる場合 があります。

10/190 日)まで

教育展｢ 教科書のなかの道 具とくらし｣

内容小学 校の社会科の教科 書に登場する 昔の生活用具･ 農具の実 物や復元

し た生活場面を展示　 会場 企画 展示 室　 観覧無料

教育展 に伴う 体験教室　 対象小学 生　 費用無料

①稲刈り 体験…9/14(Eﾖ)午後IE侍～4 時　 会場21 世紀の森と広場内 水田

②脱穀 体験…9/21(1日)午後1 時～4 時　 会場博物館企画 展示 室前

圉い ずれも 参加希望者は直接 会場 へお越しく ださい 。

※天候により 予定を変更すること があり ます。

教育展に伴う 実演

①桶( おけ) 作り …9/1500 午前10 時～午後4 時 会場 実習 室　 演者戸辺昭

二氏( 野田市戸辺桶店) ②石器作り…10/10R 午 前10 時～ 午後4 時 会場縄

文の森　 演者原川雄二氏( 東京 都埋蔵文化財センター)

9/6 圉 ・13 圉 ・25（村～27 圉

・10/4R 、各日 午前10 時～

正午［連続4 回］

体験教 室「糸を 紡ぐ 」　 定員15 人（抽選）

内容 …9/6 マユを煮る　9/13 糸 を紡ぐ　9/25 ～27 布を 織る　10/4 総評 会

匣］8/30日倒〔必着〕までに､ 往復ハガ半に住所・氏 名・電 話番号を記入し て

〒2ﾜO 松戸市千駄堀6ﾜ1 市立博物館「糸を紡ぐ」 係へ

9/24 ～11/26 の毎週水曜日 、

各 日午前10 時30 分～ 正午

[全10 回]

古文 書を 読む［近世中級編］

内 容経験者を対 象に､ 近世文 書の解読を 通し て歴史を学 ぶ　 講師 筑波大学

名 誉教授・渡邉一郎氏　 定 員30 人（抽選） 費用3,000 円程度（テキ スト 代）

圃9/1068 〔必着〕までに 、往復 ハガ 半に住所・氏名 ・電 話番号を記入し て

〒2ﾜ ○松戸市千駄 堀6ﾜ1 市立博物館「古文 書を 読む」係へ

観覧 料一般300 円（240 円）・高大学生150 円（100 円）・小 中学生100 円（60 円）（　 ）は20 人以 上の団体料金

※毎月第2 ・4 土 曜日は小中 学生の観覧 は無料です 。　 休館日毎週 月曜日 （月曜 日が祝日に当 たる とき

は 開館し 、翌日 休館）・毎 月第4 金曜日　 開館時間午前9 時30 分～午後5 時（入館は 午後4 時30 分まで）

総 合展示解説ツアー …毎週土･日 曜日 、祝日の午後2 時より30 分間（参加者は観覧 料が必要です）

松戸駅市民ギャラリー

期間 9/4 ㈲まで 9/5R ～18㈲ 9/19R ～10/2 困

東
松崎宗明　布に摺る木版画一人展
[剽松崎S345-ﾜﾜﾜﾜ 番

戸塚刺し ゅう矢武教室作品展
[麿矢武0346 ―9105 番

｢ホワイト・マット｣ 淡彩画展

[麿菊地登384-0ﾜ39 番

西
虚空窯陶芸教室作品展
圃白次昔369-0321 番

俳画三人展
[暦石井S364-8526 番

長沼静きもの学院＜みひも作品展

躅飯野S384-0908 番

健康保険証を忘れずに

松戸市の市外局番は０４７番です。

＼ 期　日 内　容（☆印は有料） 開演時間 問い合わせ先

大
ホ
｜ル

8/29R 雪村いづみコンサート ☆ 18:30
MIN-ON チケットセンター

≪03 ―3226 ―9999 番

30c ミュージカル「太陽の子どもたち」☆ 14 二00 拊松戸市文化振興財団fi384 ―5050 番

31日
森山良子リサイタル
「30  th Anniversary 」☆

1ﾜ:30 労音東葛センター　　fi365―9911 番

9/ 6圉 布施明ドラマティックコンサート'9ﾜ☆ 18:00 労音東葛センター　　S365-9911 番

14剛 松戸民演10周年記念発表会 ９ 二30 成嶋武士　　　　　　S341-35ﾜ2 番

20圉 マランド楽団～タンゴの調べ～ ☆ 16 二00 拊松戸市文化振興財団S384-5050 番

23竕 名作童話映画会☆ 10:00 映光社　　　　S0422 ―45―3954 番

小
ホ
｜ル

8/30(±)ピアノ発表会 10 二00 松井久美子　　　　　S341-4680 番

31(日)
ファミリーのための名曲コンサート

～ピアノジョイントリサイタル～ ☆
14 : 30

松戸クラシック音楽を楽しむ会

S362-3ﾜﾜ5 番

9/ 6圉 映画自主上映「おかえリ」☆ 14:00 さやえんどうの会昔04ﾜ∠卜46-ﾜ095 番

7(日)
フレッシュコンサート
～がんばれ！明日のヴィルトウオーソ～

14:00 紺松戸市文化振興財団15384-5050 番

14(日)'9ﾜ　5周年記念秋の歌謡祭 9:30 中村健司　　　　　　0368-8640 番

19 銜
さとう宗幸野の花コンサート Ⅶ ☆

19:00
労音東葛センター　　S365-9911 番

20圉 13 : 00

21 ⑧ 苔山会尺八演奏会 10 : 00 佐々木茂　　　　　　S385-8ﾜ 巧番

23竭 木下伸市「津軽三味線」邦楽の競演☆ 1ワ:30
プランニング・オフィス・バード

昔04ﾜ4-35-1886 番

期　間 内　　　　容 問い 合わせ先 ’

8/26W ～31(日)陶芸クラブ清窯会作品展 清窯会　　　　　　　　　　　S341  ― 1434番

8/26W ～3黯ﾖ）書嶽社書展・学生展 書嶽社　　　　　　　　公04ﾜ1 －ﾜ2－3ﾜ9ﾜ 番

9/ 2灰)～7( 日)松戸市婦人グループ展 市教育委員会社会教育課　　　S366-ﾜ462 番

9/ 7(日) 全国こども図画コンクール作品展 千代田生命松戸営業所　　　　S363-3105 番

9/12銜～14(日)松戸市小中学校理科作品展 市教育委員会指導課　　　　　容366-ﾜ458 番

9/17W ～21剛 レンガの会記念展 レンガの会　　　　　　　　　0362-65ﾜ6 番

9/23R ～28剛 松戸21世紀ペン展 古ケ畸ペン習字サークル　　　0368-6698 番

9/25W ～28(日)白山書道会展 白山書道会　　　　　　　　　S363-4016 番

開館時間…午前10時～午後6 時　※月曜日は休館

21世紀の森と広場パークセンター

＼ 期　　　 間 内　　　 容

展
一万

8/26W ～9/7(1日) 「ハープと健康 展」　 企画展

9/ 9 ㈹～15 竭 「私の見た21 世 紀の森と 広場展」　 荒井孝二氏

9/17G ≫～21( 日) ｢農とふれあう作品 展」　 ＪＡ女性部

9/230R～10/4c 「草木染展」　 ザ・糸ぐる ま

ウ

オ
ツ
チ
ン

ゲ

9/20tti午前10時～11時30分 野草 ウォツチン ゲ　 講師自然 解説員 司||端祥子氏

9/21  (Eﾖ)午前11 時～正午 季節 のみどころ 歩き　 講師 パークセン ター職員

9/28(0)午後2 時～3 時 昆虫 ウォツチン ゲ　 講師自然 解説員・佐藤隆士氏

圃当日 パーク セン ターで　 定員先 着25 人　 費用無料　 ※雨天中止

相
談

毎週 水・土 ・日曜日と祝日 、午前10

時～正 午と午後1 時～3 時30 分

みどり の相談員による花や緑 に関する相談

(電話でも受け 付けます)

開 館時間…午前9 時～午後4 時30 分　 ※月曜日は休館

戸定歴史館

期　　間 内　　　　　 容

10/12日まで

1867 年パリ万博 と昭武の渡欧

今から130 年前の186ﾜ 年､ パリで万国博覧会 が開かれまし た。わが国 が初 めて

公式に参加したこの万 博に 、昭武は兄の将 軍慶喜の名代として派 遣さ れまし た。

松戸徳川家に伝来し た万博の遺品と 、ヨ ーロッ パで発見された万 博写真に 、世紀

の大イベントの様相を 探ります。

10/2503～11/24 ㈱ (仮 題)松戸市教育委 員会所蔵美術工芸品 展

○お気軽にご相談＜ださい　９月の相談あんない Ｏ

※相談 はすべて無料です。☆印の相談は予約をお願いします。

博物館

文化ホールギャラリー

市民劇場

市民会館 森のホール

21

救急医療体制

･テレホン案内サービス
………O366-0010 番

平日・午後5時～翌日午前9時
休日と土曜･午前9時～翌日午
前9時

･夜間急病診療所…S368-3756 番
衛生会館内･毎日午後8時亠11時

休日土曜日夜間歯科診療所
………Q365-3430 番

衛生会館内･午後8時～11時

相談名

交通事故

市政･一般

法律相談☆

税務相談

登記相談

行政相談

住宅相談

外国人相談

住宅ﾘﾌｫｰﾑ
労働相

談

巡

回

年

金

相

談

消費生活相談

育児相談

期 日

時間

会場

市
役
所
相
談
コ

ー
ナ
ー

市民相談室 市

民

相

談

室

-
住 宅 課

商工観光

課労政係

国
民
年
金
課
適
用
係

消費生活センター

北松戸保育所

J相 談名

人権相談

期日 時 間 会場

千
葉
地
方
法
務
局

松
戸
支
局

市
援
護
課
庶
務
係

社
会

福
祉
協
議

会

心

配

ご

と

相

談

ゆ うま つど

こころの相談

女性就業相談

女性パート

労 働 相 談

就学相談1

教育相談･

青少年相談
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